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S-05

S-06

S-07

S-08

S-09

S-10

－ M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

電気構造設計特記仕様書

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

基礎,壁,壁梁伏図

－

－

1/30

1/30

－

－

図 面 リ ス ト

－消火

重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

附近見取図

仮設計画図1

配置図

配置図兼平面図

仮設計画図2,外構図

平面詳細図(水槽)

平面詳細図(ﾎﾟﾝﾌﾟ室),仕上表,面積表

断面詳細図1

断面詳細図2

立面図,建具表,部分詳細図

法面補強図

1/5000

敷地面積求積図,面積表 1/100

1/1500

1/600

1/100

1/100

1/50

1/50

1/50

1/50

1/100

基礎部材断面リスト

軸組図(1)

軸組図(2)

部材断面リスト

壁配筋詳細図

架構配筋詳細図,屋根,床スラブリスト

1/60

1/30

1/60

1/60

1/50

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

E-06

E-07

E-08

－

－

E-09

E-10

E-11

電気設備特記仕様書(1)

電気設備特記仕様書(2)

全体配置図

金堂平面図

機器取付要領図

消火ポンプ室平面･断面･立面図

消火ポンプ室平面詳細図

防犯柱仕様書

火災報知設備仕様書

火災報知設備系統図E-12

1/1000

配置図(東敷地) 1/500

事務室防災盤　平面･展開図 1/100,1/50

1/200

1/5

1/100

1/50

－

－

－

1/50,1/20

機械設備　特記仕様書

消火設備　アイソメ図・揚程計算書

屋外消火栓設備配置図

ポンプ室廻り屋外平面図

消火ポンプ室詳細図

1/500,1/50

1/100,1/50

1/100,1/50

屋外消火栓詳細図(参考) －

M-06

M-07

消火設備アイソメ図・揚程計算書 －



(4.5.1)(4.5.2)

(4.5.3)

(4.3.3)

(4.2.2)(4.3.2)

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

地
業
工
事

１

２

及 び 鋼 ぐ い 地 業

既製コンクリートくい

試 験 く い

くいの打止め処理　　・ 打撃による打止め

プレボーリング掘削深さ　　ＧＬ-　　　ｍ（オーガー径　　　ｍｍ）

・ 直打工法

レストコンクリート

・ 高強度ﾌﾟﾚｽﾄ

認　定　品

（4.2.1）（4.2.3）（4.3.1）

0

・閉そく平たん形　　　

・なし　　　・ あり（・ 溶接式　　・　　　　）継手及び継手形状

先端部形式及び形状

長期設計支持力（ｔ/本）

長　さ　（ 　）

断面寸法（ 　）

規格･材質など

くいの種類

・１種

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

・２種

ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品

くい くい くい

・ プレストレスト・ 遠心力鉄筋

コンクリートコンクリート

・

・ 認定工法

プレボーリングの掘削深さ　　ＧＬ-　　　ｍ

・

・

・ ３点支持クローラークレーン

・ ディーゼルハンマー

・ プレボーリング併用工法

くい打込み機の機種

ハンマー

施工法

・ 打撃工法

・ セメントミルク工法

工　　法　

４

　支持力の算定方法　　　昭和46年建設省告示第111号による。

　設計指示力　　　　ｔ/本

打撃工法

くいの寸法　　　本ぐいと同じ

くいの種類　　　本ぐいと同じ

くいの本数　　　最初の１本

っき鋼板ぶき・ 波形石綿スレートぶき)　・ 金属工事（・ 軽量鉄骨天井下地　・ 軽

(6.1.4)

(5.3.4)

(5.3.7)

・ 普通コンクリート

図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名

工　事　仕　様　書

・

建設大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

建設大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・ 適用する

・ 適用しない

・ 適用しない　　　・ 適用する

・ 機械設備工事共通仕様書（最新版）

・ 電気設備工事共通仕様書（最新版）

・ 鉄骨設計標準図

・ 建築工事標準詳細図

・ 鉄筋工事　　・ コンクリート工事　（・ 床コンクリートこて仕上　・ 型枠

・ コンクリート圧送）　・ 鉄骨工事（搬入及び建方）　・ ブロック,ＡＬＣパネル,

ＰＣカーテンウォール工事　・ 補強コンクリートブロック積み（帳壁）　・ 補強コ

ルーフィング防水　・ 塗膜防水　・　シーリング）　・ タイル工事（・ 陶磁器質タ

量鉄骨壁下地）・ 石工事（・ 花こう岩類の石張り　・ 大理石張り　・ テラゾブロ

ック張り）・ 左官工事（・ モルタル塗り　・ ＡＬＣパネル用プラスター塗り）

・ 建具工事（・ アルミニウム製建具　・ ガラス）・ 塗装工事　・ 内装工事

（・ ビニール床シート張り　・ ビニール床タイル及びゴム床タイル張り　・ 石膏ボ

ードその他ボード及び合板張り　・ 壁紙張り）

ただし、同等以上とする場合は、総括監督員の承諾を受ける。

建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受けて、

当該製品の指定工法による。

・ 引渡しをしない。　　　引渡しを要するもの（　　　　　）

１

章 項　　目 特　　記　　事　　項

ンクリートブロック積み（耐力壁）　・ 防水工事（・ アスファルト防水　・ 高分子合成

イル張り・ 陶磁器質タイル型枠先付け　・ 木工事　・ 屋根及びとい工事（・ 長尺亜鉛め

建築材料の製造所、製品及び施工業者などは、特記されたもの又は同等以上とする。

　適 用 基 準 等

電 気 担 当 技 術 者

技 能 士

建 築 材 料 等

特 別 な 材 料 の 工 法

発 生 材 の 処 理

１

２

３

４

５

６

一
般
共
通
事
項

箇所

　設ける。

・ １号　　・ ２号　　・ ３号　　・ ４号　　・ ５号　　・　　ｍ2程度

・ 設けない。（但し、２.３.４(a)は、適用する。）

　種別　　　・ Ａ種　　　・ Ｂ種

　構外搬出適切処理　　・ 構内指示の場所に敷きならし　　・ 構内指示の場所にたい積

下記のものを監督員に提出する。

・ モノクローム（原版共）・ キャビネ版

部数撮影個所分類・規格 原稿の大きさ（ｍｍ）

・ サービス版

・ キャビネ版

・ カラースライド

・ 航空写真

・ カラー

・ 全紙パネル

・

　（原版共）
（425×525程度）

箇所

箇所

各部屋

箇所

箇所

　　100×125以上　・ 24×36以上

・ 100×125以上

・ 24×36以上

　 24×36以上

完成写真等の撮影業者

　監督員の承諾する撮影業者

・

建築工事写真作成要領による。

上記のほか、監督員指示の箇所を　 枚撮り （カラー）で撮影し、カラーベタ焼き２部

ネガ共提出すること。

カラースライドの撮影がある場合は、配置図・各階平面図のスライドも撮る。

施 工 範 囲

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

労働安全衛生法第30条第２項に基づく指名を行う。

２

自動閉鎖装置取付箇所の切込み及び補強

 

完 成 写 真

工 事 写 真 撮 影 方 法

設 備 工事 と の 取 合 い

の　　　　指　　　　名

総括安全衛生管理義務者

監 督 員事 務 所 の 規 模

工 事 用 水

工 事 用 電 力

埋 め 戻 し 及 び 盛 土

残 土 処 分２

１

３

２

１

10

９

８

７

２

部

部

部

部

部

部

部

２

２

仮
設
工
事

構内既存の施設　　・ 利用できる　（　・　有償　　・ 無償）　　・　利用できない

構内既存の施設　　・ 利用できる　（　・　有償　　・ 無償）　　・　利用できない

・ 混和剤　フライアッシュ

粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水押えコンクリートの場合）

・ 25mm

　 0.04　/wt以下
0

・ＳＤ295Ａ

・Ａ種

・ＳＤ345

・

・

・

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・ 異形鉄筋

・ 丸　鋼

施工箇所

・ 重ね継手　・ ガス圧接（径　19mm以上）

形の種別　断面リストによる

補強形式　構造関係共通事項による

検査方法　・ 引張検査

・ 超音波探傷試験

0

0

・ 軽量コンクリート

躯体

土間

捨てコン

・１種　・ ２種

・１種　・ ２種

種　別 気乾単位容積重量（ｔ/ｍ2）

・１種　・ ２種

・Ⅰ種　・ Ⅱ種

・普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

・早強ポルトランドセメント

・混和剤　ＡＥ剤又はＡＥ減水剤標準形のⅠ種

適　用　個　所

適用個所

６

５
種　別 種　別 径（mm）

溶 接 金 網

鉄 筋 の 継 手

耐 久 上 不 利 な 箇所 の

鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ

帯 筋

は り 貫 通 孔 補 強

圧 接 完 了 後 の 検 査７

６

５

４

３

２

設 計 基 準 強 度

レディーミクストコンク

リ　ー　ト　の　種　別

セ メ ン ト の 種 別

混 和 材 料

２

３

４

１

５

６

粗 骨 材 の 塩 分 含有 量

無 筋 コ ン ク リ ー ト

設計基準強度Ｆ（N/mm2）

設計基準強度Ｆ（N/mm2）

・ 21

・ 18

・ 15

スランプ（cm）

・15　・ ・50　・ 

0

・ 混和剤

・ 止水板付型枠締付剤（適用箇所　　　　　　　　　　　）

水セメント比（　/wt）

0
・ 所要空気量（　/vl）

材　種

適　用　個　所

８

９

７ 水 密 コ ン ク リ ー ト

打 継 部 止 水 板

鉄 筋 の 種 別１

網目の形状　寸法・径（mm）  6φ-150

床コンクリートこて仕上げ

(15.3.1)(15.3.2)(15.3.3)

適　用　個　所

各所床

種　別

・Ａ　種

・Ｂ　種

鉄
筋
工
事

・ D10 , D13 , D16

・ D19 , D22

・ 15   ･  18

適用個所　ﾎﾟﾝﾌﾟ室･水槽（底盤と壁の取り合い部）

・ 24

・ 21

(6.14.2)

(6.3.3)

(6.3.5)

(6.3.1)

(6.1.1表)

(6.1.4)

(5.3.4)

(5.2.2)

(5.3.4)

(5.3.5)

(5.1.1)(5.1.2)

(3.2.5)

(3.2.1表)

（2.3.1表)

(1.5.3)

(1.5.2)

(1.1.13)

特記仕様書01

-

１.工事名称

重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

２.敷地

Ⅰ　工事概要（水槽・ポンプ室）

Ⅱ　建　築　工　事　仕　様

Ⅲ　特　記　付　加　事　項

　印と　印のついた場合は、共に適用する。

　印のつかない場合は、　印のついたものを適用する。

（１）項目は番号に　印のついたものを適用する。

（２）特記事項は番号に　印のついたものを適用する。

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、

　　建築工事共通仕様書（最新版）による。

２.特　記　事　項

（３）特記事項に記載の（　　）内表示番号は、建築工事共通仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・ 実施工程表　・ 下請業者名簿（主要材料共）　　・ 現寸図（矩形、サッシ等）及び施工図

・ 加工図　　・ レディミクストコンクリート調合表　　・ 木材明細書　　・ アスファルト配合設計報告書

・ 仮設工事計画図（仮設建物）　　・ その他監督員の指示するもの

・ その他監督員の指示するもの

・ 日報又は工事日誌（各月,工事写真共）

・ 鉄筋　　・ レディミクストコンクリート　　・ 杭打　　・ アスファルト切取検査　　・ 鋼材　　・　地盤改良

承　認　事　項

試 験 報 告 書

工　事　報　告

重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

香川県善通寺市善通寺3丁目592-1　　

３.工事種目

４.主要用途

５.構造規模

６.面積

新築

水槽・ポンプ室（防災用）

構造：RC造　　階数：平屋建て

用途地域：第2種住居地域(200％／60％)　　防火地域：無指定

３

土
工
事

鉄筋の種別　　　　　　・異形鉄筋（・ Ａ種　・ Ｂ種）

鉄筋の最小かぶり厚さ　・ 　　mm

ポリエチレンフィルムなどで厚さ0.15mm以上、重ね幅縦横共250mm以上

ポリスチレンフォーム保温材

　ＪＩＳ Ａ 9511規格品　　Ｂ類３種（スキン層なし）

建物内土間全域（別棟の自動車車庫、駐輪場を除く）

厚さ（ｍｍ）　　　　　・  50　　　・ 

厚さ（ｍｍ）　　　　　・ 100　　　・ 150　　・ 200     ・ 他図示 砂 利 地 業

捨てコンクリート地業

土 間 防 湿 層

接 地 部 分 の 断 熱 材

４

５

６

７

(18.9.2)

(4.6.6)

(4.6.5)

(4.6.3)

(4.4.4)

(4.4.1表)

３

地 業

場所打ちコンクリートくい 掘削工法　・ アースドリル工法　　・ リバース工法　・ オールケーシング工法

コンクリートの種別　　・ Ａ種　・ Ｂ種

断面寸法（ｍｍ）

掘削深さ（ｍ）

敷地面積：273.27㎡　　建築面積：8.40㎡　　延床面積：8.40㎡

A-01 令和7年11月30日



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

６

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・ 合板せき板を使用する場合

・Ａ　種

種　別

・Ｂ　種

・Ｃ　種

・ 合板せき板を使用しない場合

種類　　Ａ

塩化物量（ＣＩ重量）（㎏/ｍ3）

　０.３０以下

測定器

（財)国土開発技術センターの技術評価を受けたものとする

試料の採取

　下記による試験値は同・試料における３回の測定の平均値とする。なお最初の試験は

　打込み当初行うものとする。

　・150ｍ2ごと又はその端数につき１回以上とする。

　・

不合格の場合の処理

　上記の結果不合格となった場合は、次の運搬車から各運搬車ごとに試験を行い指定値

　以下であることを確認した後使用するものとする。ただしこの場合連続して、10台の

　運搬車の試験が指定値以下であることが確認できればその後は試料の採取の項による。

７

鉄
骨
工
事

・ SS400

・ SSC400

・ STK400

・ STKR400

・ＪＩＳ規格品　　・ ＪＩＳ規格品以外

・ＪＩＳ規格品　　・ ＪＩＳ規格品以外

・ＪＩＳ規格品　　・ ＪＩＳ規格品以外

・ＪＩＳ規格品　　・ ＪＩＳ規格品以外

規　　格材　質

型鋼,平鋼,鋼板

リップ溝型鋼

角型鋼板

ＪＩＳ規格品以外の場合　　・ 試験を行う　・ 試験を行わない

・ ＪＩＳの高力ボルト（セットの種類　　・ ２種（Ｆ１０Ｔ）　　・　　　　）

・ 特殊高力ボルト（セットの種類　　・ ２種（Ｆ１０Ｔ）　　・　　　　）

・ 溶解亜鉛めっき高力ボルト（セットの種類　　・ １種Ａ（Ｆ８Ｔ相当）　）

胴の種類　　　・ 割枠式　　　　　・ パイプ式

ボルトの種類　・ 羽子板ボルト　　・ 両ねじボルト　　・ アイボルト

試験の種別

・ 超音波探傷試験

・

・ 浸透探傷試験

試験数 備　　考

自社の場合は100％25％突合せ溶接部分

種別

所要性能

種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

工法　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

無収縮モルタル製造所

丸鋼の種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

　監督員の承諾する製作所

・ 製作所

種類　　　Ｃ種普通ブロック

厚さ　　　図示

種別　　　ＳＤ２９５Ａ

異形鉄筋　　種別　　　Ａ種　　　Ｂ種

ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
Ｐ
Ｃ
カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

８

種　別

Ａ　　－２

Ａ１　－２

種　別
防
水
工
事

９

適　用　箇　所

使用箇所

試験箇所

施工箇所 施工箇所

アンカーボルトの保持及

ブロックの鉄筋の種類

１

打 放 し 仕 上 げ の 種 別10

11

12

13

骨 材

コンクリート中の塩化物量

塩 化 物 量 の 試 験

鋼 材 の 種 別１

高 力 ボ ル ト２

３

４

タ ー ン バ ッ ク ル

溶 接 部 の 試 験

さ び 止 め 塗 料５

６

７

８

９

10

耐 火 被 覆

び 埋 込 み 工 法

柱 底 均 し モ ル タ ル

軽 量 型 鋼 構 造

鉄 骨 の 製 作 所

空洞コンクリートブロック

の 種 類 等

１

２

３

ア ス フ ァ ル ト 防 水

(8.2.2)

(9.2.1表)(9.2.3表～9.2.8表)

・ 屋根用　　・ 床用　　・ 外壁用　　・ 間仕切壁用

種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種

出隅入隅部の目地幅

パネル相互の接合部　　９．４．１表による

押出成形セメント板の種類

外壁パネルの取付け工法４

種別　鉄面　　　　　・ １８．３．１表のＡ種　　

　　　亜鉛めっき面　・ １８．３．２表による　　

厚さ 15（工場塗装品）

地下内壁及び地上外壁

地下外壁

地上内壁

　 図示　　・ 共通仕様書による

内部の入隅及び端部

３ 外 壁 伸 縮 目 地 の位 置

シ ー リ ン グ の 位 置

アスファルトの種類　　　３種

愛媛県防水工事業協同組合の会員又は監督員の承諾する施工業者

施工箇所は下記以外9.6.1表による。

打放し仕上げの種類

　　６．１３．２表のＢ種

　 アスファルト目地

・ 既製目地

　 製造所

厚　さ（ｍｍ）

塩化ビニル樹脂系

種　類

非 加 硫 ゴ ム 系

加 硫 ゴ ム 系

愛媛県防水工事業協同組合の会員又は監督員の承諾する施工業者

厚　さ（ｍｍ）種　類

施工箇所

施工箇所

屋根保護防水層（断熱工

法 ） の 断 熱 材

２

３

４

５

立上りのコンクリート

伸 縮 目 地

合成高分子ルーフィング

防 水

塗 膜 防 水６

厚さ　　30

接着性試験

・ 簡易接着性試験　　・ 引張接着性試験　　・ 行わない

石の種類　　・ 花こう岩　　・ 大理石　　・ 黒御影石

石の品質　　・１等品　　・ ２等品　　・ ３等品

石、仕上げの種類など

種類･産地･名称 仕上げの種類

　 監督員の承諾する製造所

種石の種類　　・ 大理石

その他

内　装

外　装

役物使用箇所

タイルの見本焼　　・ 行わない　　・ 行う（　　　　）

製造所　　　　　　　 監督員の承諾する製造所

保水材　　製造所

種　別

11

タ
イ
ル
工
事

10

石
工
事

施工箇所

施工箇所

タイルの見本焼　　・ 行わない　　・ 行う（　　　　）

製造所

種　別適用タイル タイル型枠先付け面のせき板の種別

・50角ﾀｲﾙ　・50二丁ﾀｲﾙ

６．１３．１(ｂ)（２）

６．１３．１(ｂ)（２）

６．１３．１(ｂ)（２）

金属製タイル型枠先付け用パネル

６．１３．１(ｂ)（２）

・ 目地ます法

・ タイルシート法

・ タイルシート法

・ 二丁掛タイル

・ 小口タイル

・ 大型タイル 桟　木　法

・50角ﾀｲﾙ　・50二丁ﾀｲﾙ ・ タイルシート法

き じ の 質 うわぐすり 役 物

・使用する（・一体成型品・接着成型品）

・使用しない

１

２

３ 製 造 所

テ ラ ゾブ ロ ッ ク 張 り

大 理 石 張 り

花こう岩類の石張り及び

１ 陶 磁 器質 タ イ ル 張 り

陶磁器質タイル型枠先付け２

工 法

形状寸法(mm) き　じ うわぐすり

出隅

出隅

材質　　ポリスチレンフォーム

(接着）

屋内については水張試験を行う。７

８ シ ー リ ン グ 用 材 料

漏 水 試 験

種　別 適　用　箇　所

愛媛県防水工事業協同組合の会員又は監督員の承諾する施工業者

エマルション型

エマルション型

パラテックス防水　Ｂ‐２工法　同等品

パラテックス防水　Ｂ‐１工法　同等品

ＰＳ-２ 外壁・サッシ

御影石舗装部 既存に肌合せ

水槽の床及び壁

水槽の天井

(9.1.4)

(9.1.5)

(9.4.1)

(9.5.1)

(10.2.1表)(10.2.2表)

(10.4.2)

(11.4.1)

12

木
工
事

鋼板の厚さ（mm）

化粧単板の樹種及び厚さ

施　工　箇　所 樹　種 厚さ(mm) 樹　種施　工　箇　所 厚さ(mm)

単材の樹種及び厚さ

施　工　箇　所 厚さ(mm)樹　種

・ 行う　　　　・ 行わない

・ 行わない　　・ 行う（　　　　　　　　）

形式　　・ かわら棒ぶき　　・ 平ぶき　　・ 横ぶき

材種　　・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)

・ 溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)

・ ポリ塩化ビニル金属積層板（ＳＧ　Ａ種）

一般部　　・ 0.3　　・ 0.35　　・ 0.4　　谷部　　・ 0.4　　・ 0.5

屋根葺き工法を定める専門業者

材種　　・ 塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)

・ 溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯(屋根用)

・ ポリ塩化ビニル金属積層板（ＳＧ　Ａ種）

13

屋
根
及
び
と
い
工
事

軒先　　・面戸板を使用

・ 強風地域

・ 多雪地域（ボルト締めの工法は特殊フックとする。）

面戸板は石綿スレート製とする。

外壁の出隅　　・ 隅当て使用

座金の厚さ（mm）　　・ 1.6　　・ 1.2

施工地域　　・ 一般地域

種類　　屋根　　・ 大波　　・ 中波　　・ リブ波　　・ 小波（自転車置場）

外壁　　・ 大波　　・ 中波　　・ リブ波　　・ 小波

種類　　山高　　mm　　　山のピッチ　　mm

厚さ　　mm　　　壁による区分　　　重ね型又ははぜ締め型

タイトフレーム,けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。

化粧ばり造作用集成材１

２

３

４

５

造 作 用 集 成 材

防 ぎ 処 理

防 虫 処 理

防 腐 処 理

１

２

３

（ 外 壁 を 含 む ）

ス レ ー ト 波 板 葺

折 板 葺

長尺亜鉛めっき鋼板葺

・ 行わない　　・ 行う（コンクリ－トに接する部分）

天井　・  30

防露　　　・行う　　・ 行わない

掃除口　　・ 有　　・ 無

断熱防水の場合　　断熱防水用ルーフドレンとする。

製造所　　　監督員の承諾する製造所

防露を行う場合　　バンド（ステンレス鋼帯ＳＵＳ３０４　厚さ０．３mm）で被覆する。

防露を行わない場合　　シーリングプレート（ステンレス製）を取付ける。

施工箇所　共仕１３．４．３（ｃ）によるほかボード類仕上げの天井（一般の屋内及び屋外共）の貫通部

と い

ルーフドレンの製造所

たてどいの床及び天井面

の 取 合 部

材種　　　・ 配管用鋼管　　・ 硬質塩化ビニール管　　・ いぶし雨樋（松下電工）

とい受金物の大きさ　　市販品　　・ メーカー仕様

高さ（mm）　　 床　　・ 150

５

６

７

４ 桟 瓦 葺 き ・ 和型５３型、ＪＩＳ規格品、釉薬瓦

(13.4.7)

(13.4.3)(13.4.4表)

(13.4.1表)

(13.3.3)

(13.4.2)

(13.4.1)

(13.3.2)

(13.2.2)

(13.1.1)

(12.2.10)

(12.2.9)

(12.2.8)

(12.2.2)

(12.2.2)

(11.1.3)

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

亜鉛めっきの種別 付着量の種別（ｇ/㎡）

・ Ａ種　　・ Ｂ種Ａ　種

Ｂ　種

施　工　箇　所

表面処 理の種別 施　工　箇　所

亜鉛めっき面の試験　　・ 行う　　・ 行わない

野縁などの種類

１４．４．１による

亜鉛めっき面　・ 行う（　 Ａ類Ｂ種　　・ Ｂ類Ｂ種）　　・ 行わない

金
属
工
事

14 アルミニウム及びアル

ミニウム合金の表面処理

１

２ 鉄 の 亜 鉛 め っ き

軽 量 鉄 骨 天 井 下 地

軽 量 鉄 骨 壁 下 地

鋼 製 手 す り５

４

３

１４．５．１による

スタッド、ランナーなどの種類　Ｗ＝65

(14.6.1)

(14.5.3)(14.5.1表)

(14.4.2)(14.4.1表)

(14.2.3)

(14.2.3)(14.2.2表)(14.2.3表)(14.2.4表)

(14.2.1表)

(9.1.3)

(8.5.4)

(8.5.4)

(8.5.7)(8.5.2表)

(8.5.2)

(8.2.5)

(7.10.3)

(7.8.4)(7.10.2)

(7.10.3)(7.10.1)

(7.7.1)

(7.8.1)

(7.6.11)

(7.2.6)

(7.2.2)

(7.2.1)(7.11.1)

(6.10.1)

(6.5.4)

(6.3.3)

(6.13.2表) (9.1.3)

特記仕様書02

-

A-02 令和7年11月30日



・ 

材　　質

召合わせ、縦小口の包み板

扉の表面板、押縁

枠

区　分

・ 鋼板　　・ 化粧鋼板（製作所仕様）

・ 鋼板　　・ ステンレス　　・ アルミニウム

・ １６．４．１表による　　・ 製作所仕様

製作所

（16.4.2)(16.4.3)

図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

特記仕様書03

・ 内装薄塗床Ｃ

製　　法

種　　別

・ 押出し形材　　・ 板曲げ

板幅

板厚

表面処理

伸縮継手

寸法（mm）

形　　状

・ 設けない　　・ 設ける（場所は図示）

アルミモールディング（既製品）

表面処理　　　Ｂ-１種またはＡ-１種

製造所

曲げ材

　材質　　ＪＩＳ　Ｈ４１００規格品Ａ－１１００

　厚さ（mm）　　　　　形状図示

種類

　・ 鋼板製（表面処理亜鉛めっき鋼板とし、亜鉛の最小付着量は両面で120ｇ/㎡以上とする。

　　ただし取付金物は除く。）

　・ アルミニウム製

表面処理　　　・ Ｂ-１種　　・ Ｂ-２種

屋内の壁及び天井の仕上げ材は、防火材料又は建築基準法に基づく基材同等の認定表示

のあるものとする。

保水剤を使用する場合は、特記仕様書１１章タイル工事１項による。

防水材の製造所

材料の種別及び塗り厚　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

製造所

・ 薄付け仕上げ塗材

仕上げ・工法種　　類

・ 外装薄塗床Ｃ

・ 外装薄塗床Ｅ

・ 内装薄塗床Ｅ

・ 内装薄塗床Ｓｉ

・ 砂壁状

・ 着色骨材砂壁状

砂壁状ジュラク

吹付

・ 吹付

・ ローラー

・ 吹付

・ 吹付

・ ローラー

・ 吹付

・ ローラー

仕上げ・工法種　　類

・ 厚付け仕上げ塗材

・ 吹付

・ 吹付

・ 模様吹き

・ 凸部処理

・ 模様吹き

・ 凸部処理

・ 吹付

・ こて

・ 吹付

・ 外装厚塗材Ｃ

・ 外装厚塗材Ｅ

・ 複層仕上げ塗材

・ 複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材ＲＳ

・ 複層塗材ＲＥ

・ ゆず肌

・ 凸部処理

・ 凹凸模様

・ ゆず肌

仕上げ・工法

・ 吹付

・ 吹付

・ ローラー

・ 吹付

種　　類 上塗り材の色彩

・ 複層塗材Ｓi

・ 凸部処理

・ 凹凸模様

・ 吹付

・ ローラー

・ 光　沢

・ メタリック

・ 

上塗り材の材料

　ＣＥ、Ｅはアクリル樹脂エナメルとする。

　ＲＳ、ＲＥはウレタン樹脂エナメルとする。

　Ｓiはケイ酸質系とする。

上塗材の塗布量０．４㎏/㎡以上とする。（塗回数３回とする）

ＡＬＣパネル内壁目地部の形状

　・ Ｖ型目地付き

　・ 施工業者　愛媛仕上塗工事業協同組合の会員又は監督員の承諾する施工業者

　 ＪＩＳ規格同等品　　・ ＪＩＳ規格品

種　別

軽量骨材仕上塗材 ・ 吹付用軽量骨材仕上塗材

・ 

仕上げ厚（mm）種　類

・ 5

・ 

15

左
官
工
事

14

金
属
工
事

(14.2.1表)

(15.6.1)(15.6.1表)(15.3.1)

(15.6.1)(15.6.1表)(15.3.1)

押出形材　　部材の種類　　市販品（厚１．５以上）

６ 金 属 成 形 板 張 り

ア ル ミ ニ ウ ム 笠 木７

８ サッシ取合い間仕切り板

防 火 材 料

モ ル タ ル 塗 り

防 水 モ ル タ ル 塗 り

ＡＬＣパネル用特殊プラス

タ ー 塗 り

４

３

２

１

５ 仕 上 塗 材 仕 上 げ

６ 軽量骨材吹付け材吹付け

(14.2.2)(14.7.1)

(14.7.1表)

(15.2.1)

(15.2.2表)

(15.5.1)(15.5.1表)

(15.5.6)

(14.6.1)

シリンダー本締錠

種　別

外部に面する建具

・　Ａ　類 ・　Ｂ　類

・ 

・ ８　　・ ２

耐風圧性（㎏/㎡）

気密性による等級

水密性による等級

枠の見込み寸法（mm）

・ 25　　・ 25　　・ 50

・ 

・ 表　面　処　理

・ 200 ・ 240 ・ 280 ・ 360

・ ８　・ ２

・ 25　・ 35　・ 50

・ 70又は80　・ 100

・ Ｂ－1種

・ Ｂ－2種（色調　　　　）

・ 

製作所

使用方法による区分　・Ｇ２（１）（外面可動式）　　・ Ｇ１（１）（固定式）

構造による区分　　　・ Ｊ（純正）　　　　　　　　 ・Ｆ（フリーサイズ）

網の材種　・ ガラス繊維入り合成樹脂　　・ 合成樹脂　　・ ステンレス製

製作所　　・監督員の承諾する製作所

煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。

・ 扉にラッチ受座用切込開口補強　　・ 棒に解錠機構用切込開口補強

曲げ加工　　・ 普通曲げ　　・ 角出し曲げ

・ オーダーメイド　　・ レディーメード及びこれに準ずる建具

製作所　　　・ 監督員の承諾する製作所

取付位置　・ 床面　　・ 天井面　　・ 壁面　　・ 無目

検出装置　　種類　　　・ マット　　・ 電波　　・ 熱線　　・ タッチスイッチ

開閉機構の製造所

強度による種類　　・ 50　　・ 80　　・ 120

機能による種類　　・ 防火シャッター　　・ 防煙シャッター

防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器は

別途とする。

シャッターケース（防火、防煙以外の場合）　　・ 設ける　　・ 設けない

開閉機能による種類

製作所

強度による種類　　・ 50　　・ 65　　・ 80

　　・ 上部電動式（手動併用）　　・ 上部手動式　　・ 下部手動式

開閉機能による種類　　・ 手動式　　・ 上部電動式（手動併用）

シャッターケース　　・ 設ける　　・ 設けない

ガイドレール　ステンレス製厚さ１．５mmＳＵＳ304（中柱は除く）

中柱（鋼製）内法高２．５ｍ以上補強型

座板（屋外）ステンレス製　２Ｌ－３×４０×４０　ＳＵＳ３０４

製作所

建具材の種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

種　　類 形　　式

・ 面付き型

・ 埋込み型

ＨＭ

モノロック

ドアクローザー

ピボットヒンジ

ヒンジクローザー

・ わく付き

・ 床付き

・ 丁番型

・ 内臓型

そ　　の　　他

16

建
具
工
事

(16.2.1～16.2.3)(14.2.1表)

（16.3.2）

(16.8.1表)

(16.8.2)

駆動式　　　・ 電気式及び電動油圧式　　・ 空気式

本締付モノロック

フロア―ヒンジ

ア ル ミニ ウ ム 製 建 具１

２ 網 戸

防 火 戸４

３ 鋼 製 建 具

鋼 製 軽 量 建 具５

６ ス テ ン レ ス 製 建 具

自 動 扉７

８ 重 量 シ ャ ッ タ ー

軽 量 シ ャ ッ タ ー９

10

11

木 製 建 具

建 具 金 物

（16.2.3）

(16.5.2)

(16.8.1)

(16.10.1)

(16.10.1)

(16.10.1表)

(16.11.1)

(16.6.1表)

(16.7.1表)

鍵　箱　　　　　・ 設ける（ 20個用）　　・ 設けない

マスターキー　　・ 製作する（　３組）　　・ 製作しない

・　ＢＭ

骨材の種類　　・ パーライト　　・ パーミキュライト

種　別　　　・ 一般用

色　彩　　　・ 着色　　・ 原色

厚さ（mm）　・ 10　　・ 15　　・ 20

ロ ッ ク ウ ー ル 吹 付 け７ (15.7.1)

材　　種建 具 の 種 類

鋼　　　　　製

アルミニウム製

ステンレス製

木　　　　　製

シーリング材　・ パテ（　 １種　　・ ２種）

ガスケット　・ シーリング材　・ パテ（　 １種　・ ２種）

パテ

シーリング材　・ パテ（　 １種　　・ ２種）

ガ ラ ス の 留 め 材12 (16.13.1)(16.13.1表)(9.6.1表)

乙種防火戸のガラスの留め材は乙防認定品とする。

・ 日本塗装工業会の会員

自動扉の電源スイッチ以降の配線工事（配管及び位置ボックスは別途工事とする。）

電動シャッターの操作スイッチ以降、シャッター制御盤までの配線工事（配管及び位置

ボックスは別途とする）

コンデンサーを設置。

三祖電動機０．１kw以上の場合は、機器付属の操作盤内に電動機保護用遮断器及び進相用

セクション材料による種類

・ スチールタイプ　　・ アルミニウムタイプ　　・ ファイバーグラスタイプ

開閉機能による種類　　・ バランス式　　・ チェーン式　　・ 電動式

収納形式による種類　　・ スタンダード型　　・ ローヘッド型

ガイドレールの材質　　・ 鋼板　　・ ステンレス鋼版（ＳＵＳ３０４）厚さ２．０mm

アルミニウム型材の表面処理　　・陽極酸化塗装複合被膜（・ 標準色　・ 指定色）

・陽極酸化被膜

製作所

14 オ ー バ ー ヘ ッ ドド ア

(16.12.2)

屋内の壁及び天井の塗装仕上げは防火材料又は建築基準法に基づく基材同等の認定表示

のあるものとする。

不透明塗料塗り　　・ Ａ種

透明塗料塗り　　　・ Ｂ種

屋内でＡ種とする箇所

屋外　　・ １種　　・ ２種

屋内　　・ １種　　・ ２種

製造所

種　別 凸面処理 仕上げ材塗り

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ 行う

・ 行う

・ 行わない

・ 行わない

・ アクリル樹脂エナメル２回塗り

・ 有光沢合成樹脂エマルジョンペイント２回塗り

に合格したものを有する業者。

・ 監督員の承諾する塗装業者

・ しま模様

・ 無地

工　　法材　質材　種

ビニール床シート ・ ２　・ 2.5　・ ３

色　柄 厚　さ（mm）

・ 突付け

・ 熱溶接

材　種

・ 半硬質ビニール床タイル

・ 軟質ビニール床タイル

・ ホモジニアスビニール床タイル

・ ２

・ ３

・ 

・ 

厚　さ（mm）

材　質 厚　さ（mm） 高　さ（mm）

・ 60　・ 75　・ 100　・ 350・ ２・ 軟質　・ 硬質

・ 弾性ウレタン塗り床　仕上げの種類　　・ 平滑仕上げ　　・ 防滑仕上げ

　・ つや消し仕上げ

・ エポキシ樹脂塗り床　仕上げの種類　　・ 薄膜流し展べ仕上げ　・ 厚膜流し展べ仕上げ

　・ 樹脂モルタル仕上げ　　・ 防滑仕上げ

製造所

ＪＩＳ　Ａ　６５１２によるほか、下記による。

構造形式　　・ パネル式　　・ スタッド式　　・ スタッドパネル式

表面材質及び厚さ（mm)　・鋼板0.8　・ メーカー仕様

パネル厚さ（mm）　50mm程度

仕上げ　　・ メラミン樹脂塗料又はアクリル樹脂塗料焼付け塗装　　・ メーカー仕様

（・ 常備色　　・ 指定色）

ショッププライマーの製造所

施工業者　　全国マスチック事業共同組合連合会の所属員で同組合が実施する検定試験

防 火 材 料１

木部の素地ごしらえの種別２

３

４

５

６

７

鉄面さび止め塗料の種別

合成樹脂調合ペイント塗り

の 塗 料 種 別

塩化ゴム系エナメル塗り

マ ス チ ッ ク 塗 材塗 り

塗 装 業 者

ビ ニ ー ル 床 シ ー ト１

２ ビニール床タイル及び

ゴ ム 系 床 タ イ ル張 り

ビ ニ ー ル 幅 木３

４ 合 成 樹 脂 塗 り 床

５

６ 可 動 間 仕 切

床 用 防 じ ん 塗 料塗 り

(18.2.1)(18.2.1表)

(18.3.1)

(18.4.1)

(18.18.2)(18.18.1表)

(19.2.1)(19.2.3)

(19.2.1)

(19.4.2)(19.4.3)

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ビニール床タイル

内
装
工
事

19

塗
装
工
事

18

付 属 電 気 設 備13 電動シャッター、自動扉の施工範囲は下記による。

-
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図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

特記仕様書04

(22.2.5)

・ 

・ １級　・ ２級　・ ４級

天井

・ 目透し

・ 突付け

・ 突付けＶ目地

・ 継目処理

・ 下張り

・ 上張り

・ 直張り

・ 

突付け

・ 目透し

・ 突付け

・ 下張り

・ 上張り

・ 直張り

・ 

突付け

・ 継目処理

・ 

突付け　 直張り

　 直張り 目透し

・ 目透し

・ 突付け

突付け・ 上張り

・ 

壁

・ 石こうボード

JIS A 6901 規格品

JIS A 6911による

・ 化粧石こうボード

（トラバーチン模様）

（杉目板プリント）

・ 化粧石こうボード

JIS A 6911規格品

JIS A 6301による

　石こうボード

・ 吸音用穴あき

・ ロックウール化粧

　吸音板

JIS A 6303規格品

・ ロックウール吸音材

・ グラスウール吸音材

JIS A 6306規格品

天井

天井

・ 天井

・ 壁

JIS A 6307規格品

JIS A 5405規格品

・ 木毛セメント板

　 酸カルシウム板

JIS A 5418に準ずる。

・ 無石綿セメントけい

材種・規格 厚さ（mm）等張り方施工箇所

・ ９　・ 12（不燃認定品）

・ ９　・ 12（不燃認定品）

・ ９　・ 12（不燃認定品）

・ ９　・ 12（不燃認定品）

　 ９（不燃認定品）

（・ 455×910 ・ 910×910）

　 ９（準不燃認定品）

　 ９（準不燃認定品）

　 下地共メーカー仕様による

　 不燃性厚紙裏打ち

・ ９（不燃認定品）

・ 12（不燃認定品）

・

・ 25（不燃認定品）

ロック―ウール吸音ベルト１号

・ 25（不燃認定品）

グラスウール吸音ボード２号32Ｋ

・ 20　・ 25　・ 30

・ 難燃木毛セメント板

・ 断熱木毛セメント板

　 （準不燃認定品）

・ 6　・ 8　・ 10　・ 12

　 （不燃認定品）

模様　　 ・ えん甲板　　・ 寄木

工法　　 ・ くぎ留工法（種別　・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種）

・ 接着工法

施工箇所 品質（製造所） 防火性能の級別

・ １級　・ ２級　・ ４級

・ １級　・ ２級　・ ４級

各所

ＪＩＳ Ｋ ６９０３規格品

厚さ　　・1.0　　・ 1.2　　・ 1.6

種別　　・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種

畳床の防虫処理は防虫加工紙を使用してもよい。

材　　種 厚さ（mm）

・ ポリスチレンフォーム保温材 Ｂ類２種

種　　類

・ 硬質ウレタンフォーム保温材

・ グラスウール

１種２号

断熱材補修材　　・ 断熱材と同等

・ 硬質ウレタンフォーム保温材（現場発泡）

ＪＩＳ Ａ 9514の１種２号と同程度の性能で難燃化したもの。

内
装
工
事

天然木化粧複合フローリ

７

（特定フロンをしようし

ないもの）

石こうボード及びその

他 ボ ー ド 張 り

ン グ 張 り

８

９ 壁 紙 張 り

メ ラ ミ ン 樹 脂 化 粧 板10

11

12

畳 敷 き

断 熱 材

(19.5.1)樹種　　 ・ 単層フローリング　　　・複合フローリング

踏床の盛土材料

・ 行う　　　　（・ 乱した土　　・ 乱さない土）

・ 行わない

・ 行わない　　・ 行う

加熱混合物の種類

・ 一  般 地  域
・ 密粒度アスファルト混合物（１３）

・ 細粒度アスファルト混合物（１３）

・ 寒  冷 地  域
・ 細粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

・ 細粒度ギャップアスファルト混合物（１３Ｆ）

舗
装
工
事

（ Ｃ Ｂ Ｒ ） 試 験

踏 床 上 の 支 持 力 比

盛 土 材 料

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

踏 床 締 固 め 度 の 試 験

４

３

２

１

(19.7.1)(19.7.1表)

(19.8.1)

(19.6.1表)

（3.2.1表)(22.1.2)

(22.2.5)

(22.4.1)(22.4.1表)

19

20

バルコ
ニー
隔壁

パワー1000（東リ）

・ 25 ・ 20 ・ 30

・ 50　フトン張り

・ ３.２.１表のＡ種　　・ ３.２.１表のＢ種　　・再生クラッシャーラン

シールコート　　・ 行う　　・ 行わない

溶接金網　　・ 使用する（・ 150×150×６φ　・ 　　　　　　　　　）

アスファルト混合物の抽出試験　　・ 行う　　・ 行わない

５ コ ン ク リ ー ト 舗 装

(22.4.6)

(22.5.1)

植
栽
工
事

雑
工
事

22

23

カラー舗装の種類　　・ 顔料を使用した加熱アスファルト混合物６ 特 殊 舗 装 (22.6.1～22.8.1)

排
水
工
事

21

インターロッキング舗装

　　種類　　色彩　　・ ナチュラル　　・ カラー

　　クッション材　　・ 砂

　　形状

・ 空練りモルタル

厚さ（mm）・60 ・80

・  天然石舗装材　１部石（2-3㎜）　接着溶剤：ウレタン樹脂

材種　　ステンレス鋼（・ 埋込み工法　　・ 接着工法）

フラットエンド　　・ 有（･タイヤ同材　　・ ステンレス鋼）　　・ 無

形式　　・ ビニールタイヤ又は合成ゴムタイヤ入り　　・ タイヤなし

製造所

種類　　・ 研ぎ出し黒板（・ 木製　・ 銅製）　・ 焼き付け黒板（・ 焼き付け　・ ほうろう）

枠　　　・ アルミ合金製　　・ 木製

色彩　　・ 緑　　・ 黒　　・ 白

種別　　ホワイトスクリーン

　　形式　　・ スプリング巻上（ノーショック）式

　　寸法（mm）　幅（　　　）　高さ(　　　）

施工箇所 きれ地の品質(製造所) ひだの種別 引き分け装置

・ 有　・ 無・ 片引き　・ 引き分け

形　　式

・ 片引き　・ 引き分け

・ 片引き　・ 引き分け

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

製造所

・ 横型ブラインド

・ アルミニウム合金　・　　

・ 25　　・ 35　　・　

形　　式

材　　種

開閉方法

スラットの成形幅(mm)

・ 縦型ブラインド

・ アルミニウム合金　・ クロス

・ 100　　・ 75以上

製品は消防法に規定する防炎加工を行ったものとする。

製造所

共通詳細図による。

・ 切抜文字（・ ステンレス製　・ 黄銅製）　・ 箱文字（・ ステンレス製　・ 黄銅製）

・ ギア―式　　　　　・コード式　

階 段 滑 り 止 め１

２ 黒 板

ス ク リ ー ン３

４ カ ー テ ン

カ ー テ ン レ ー ル５

６ ブ ラ イ ン ド

アコーディオンドアー７

８ 建 物 名 文 字

材種　　・ ステンレス製　　・ アルミニウム製(ﾀﾞﾌﾞﾙ)

・ 現場発生の良質土　　・ 客土

・ 防腐剤塗り

種別　　・ こうらい芝　　・ 野芝

芝張り　　平地　　・ 目地張り　　・　

切り土のり面　　・ べた張り

盛り土のり面　　・ 筋芝張り

客土　　　・ 行う　　・ 行わない

種別　　　・土壌改良用泥炭　　・ パーク系たい肥

植 込 み 用 土１

２

３

４ 土 壌 改 良 剤

芝

支柱丸太及び添木丸太

(23.2.2)

(23.4.1)

継手　　・ ソケット管のゴム接合　　・ カラー又はソケット管のモルタル接合

強さ　　・ １種　　・ ２種

・ 共通詳細図　　・ 建築工事標準詳細図

材質　　・ 鋼製　　・ ステンレス製

耐荷重等は図示による。

形式　　・ 防臭型

安全荷重　　ＨＡＳＳ ２０９による

　　屋外用　・ ５００㎏以上　　・ １５００㎏以上　　・ ５０００㎏以上

　　屋内用　　 ５００㎏以上

管系125mm以下は市販品とする。遠心力鉄筋コンクリート菅

排 水 ま す

グ レ ー チ ン グ３

２

１

４ 鋳鉄製マンホールふた

(21.1.1)(21.2.1表)

（図示による）

ビニール製　　製造所

詳細は建築工事標準詳細図による。

枠　　・ 硬質アルミ枠　　・　

製造所

・ Ａ種　　・ Ｂ種　　（　　）個所

目塗り　　・ 行う　　・ 行わない

ＪＩＳによる重量区分　　・ ブロックＡ　　・ ブロックＢ

面の形状　　・ 正方形　　・ 長方形

建物周囲その他　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

種別　　通路　　・ Ａ種　　・ Ｂ種

基礎寸法　（　　）×（　　）×（　　）　　地業厚　60mm

製造所

床　　　材種　　アルミニウム製　寸法（mm）　・ 450×450　・ 600×600

製造所

製造所

詳細は共通詳細図による。

天井　　材種　　アルミニウム製　寸法（mm）　・ 450×450　・ 600×600

・ 室名札　　・ ピクトグラフ　　・ 庁舎案内板　　・ 視覚障害者案内板

・ 一般型（材種はステンレス鋼又はアルミニウム）

・ ＢＬ部品　　・ 一般型　　・ 公共住宅型

・ ＢＬ部品（トラップ付）　　・ 一般型（水封50mm以上のトラップ付）

(22.5.1表)

(22.6.2)

(22.7.1)

施工箇所

寸法

詳細は建築工事標準詳細図による。

材種　　・ アルミニウム既製品（押出し型材）　　・ ビニール既製品

材種　　・ 塩化ビニール製（厚さ２mm）　　・ コンクリート製（厚さ３０mm）

製造所

15

16

17

18

ス テ ン レ ス 流 し 台

つ り 戸 だ な

水 切 り だ な

標 識

19 点 検 口

焼 却 炉

砂 利 敷 き

間 知 ブ ロ ッ ク 積 み

敷 地 ・ 境 界 石 標

フ ェ ン ス24

23

22

21

20

25

26

27

28

煙突用成型ライニング材

ト ラ フ

階 段 手 す り 笠 木

天 井 見 切 縁

視覚障害者用誘導ブロック30

29

31 溶 接 金 網

キョウワナスタ　W900×11600 (マグネット・画びょう両用)ステンレス製掲示板

・ ビニール製（受けわくステンレス製）　　ワンライン型（ムク仕上）

・ 硬質アルミニウム製（受けわくステンレス製）

材質　　黄銅（ホワイトブロンズめっき仕上）又はステンレス製（　　）組

製造所

製造所

く つ ふ き マ ッ ト10

11

12

13 カ ウ ン タ ー

旗 ざ お

旗 ざ お 受 金 物

鋼製物品棚　　・ＪＩＳ Ｓ 1040規格品

鋼製書架　　・ＪＩＳ Ｓ 1039規格品　　・ 法務省型14 鋼 製 書 架 及 び 物品 棚

バーナー　　・ 都市ガス用　　・ プロパンガス用

釜　　・ バランス式（・ 一般型　・ シャワー付型）　・ 外釜式

そう　　・ 鉄板ホーロー仕上げ　　・ ポリバス　　・ ステンレス

寸法(mm)　　長さ（　　）　　幅（　　）　　高さ（　　）　　保温ふた材

浴 そ う９

製造所　朝日スチール工業　ＵＮフェンス　UN-A1200S-50

タラップ ・ ステンレス製　埋込型　22φ　Ｗ400

点検口 ・ 鋳鉄製マンホ－ル　600φ

樹木伐採 ・ 図示　　設備機器設置に伴い、支障になる樹木

33

34

32

・ 機器の基礎

・ 開口

・開口補強１ 設備機器との工事区分

そ
の
他

24

・ 設備埋設配管敷設に伴う舗装部の解体処分・復旧工事

-

字数（8文字)　文字の大きさ（200角）号

・　設備埋設配管敷設に伴う敷石及びｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装の解体・復旧（図示による）

A-04 令和7年11月30日



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

附近見取図 A-05

1/5000

建築場所:善通寺市善通寺3丁目592-1

令和7年11月30日



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

Ｘn(m) Ｙn(m) (Ｘn+1 - Ｘn-1)･Ｙn

1 0.000 0.000 0.000000

2 0.162 16.502 64.757917

3 3.924 16.445 162.761952

4 10.059 16.517 212.598596

5 16.796 16.542 106.423032

6 16.493 0.000 0.000000

倍 面 積 546.541497敷地面積

面    積 273.270749273.27 m2

座標点

座標面積計算表

542 3

1 6

敷地面積求積図　S=1:100

敷地面積求積図、面積表 A-06 令和7年11月30日

1/100



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/1500

全体配置図　S=1:1500

仮設計画図1

凡 例

仮囲い:ﾌﾟﾗﾌｪﾝｽ　H=1200

止
ま
れ

３
０

３
０

寺務所
大旭殿

済世橋

遍照閣

専修学院

先住墓地

西倉庫

奥書院 茶室

暁雲殿

宸殿

宝物館

書院

表書院

御影池

勅使門

奥殿 御影堂 回廊

御守所

仁王門

納経所

鐘楼

聖霊殿

地蔵堂 護摩堂 親鸞堂閻魔堂光明殿
納骨施設

正覚門

聖天堂
ビルマ戦歿者慰霊塔 経堂

龍王社

佐伯祖廟

中門

五社明神

三帝御廟

W.C
南大門

五重塔

鐘楼

御守所

金堂

北門(旧通用門)

赤門

釈迦堂（旧常行堂）

勅願常行堂

いろは会館

22.6

18
.8

埋戻土仮置場
ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ敷き
5.4*5.4=2枚
5.4*7.2=2枚

A-07

交通誘導警備員

水槽･ﾎﾟﾝﾌﾟ室建築場所
埋戻土仮置場まで約610m

Gﾏﾝ配置:120日

Gﾏﾝ配置:13日
掘削10日
埋戻3日

仮囲い
(埋戻土仮置場用)

ﾌﾟﾗﾌｪﾝｽ　H=1200　ΣL=41.4m

埋戻土仮置場養生 ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ　#3000
5.4*5.4:2枚、5.4*7.2:2枚

交通誘導員

交通誘導員
(埋戻土仮置場用)

(水槽･ﾎﾟﾝﾌﾟ室)

各 仮 設 内 容

13日

120日

令和7年11月30日



経堂

佐伯祖廟

中門

五社明神

三帝御廟

W.C
南大門

五重塔

鐘楼

御守所

金堂

赤門

釈迦堂（旧常行堂）

勅願常行堂

1
00

図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/600

X

X

X

X

XXX

X

X

X

X

61.9

2
.0

*2

16.0

16.0

1
3.

3

①

②

150 1501,750

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ:解体･復旧
W700(t=150※推定)

① ②

③

⑤

3
0～

5
0

210 2104,080

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ:解体･復旧
W700(t=150※推定)

0
～

50

(下をﾄﾝﾈﾙ配管)
縁石:残置

30
10

0

1
00

砕石t=100

1
00

砕石t=100

A-08

H H

H

H

H

H

H

H

H

塀横断箇所掘削

⑥

⑦

45
.5

3
9.

0

65.2

30.4

21.2

18
.4

12.7

15
.1

38
.4

5
9.

6

15.8

12.6

49.7

49
.5

2
1.

3

20.1

17.1

④

18.7

凡 例

仮囲い:ﾌﾟﾗﾌｪﾝｽ　H=1200

電気配管

消火配管

手摺先行枠組足場

脚立足場(並列)

外部足場
(ﾎﾟﾝﾌﾟ室･水槽用)

内部足場

養生用ｼｰﾄ ﾒｯｼｭｼｰﾄ

(ﾎﾟﾝﾌﾟ室)

各 仮 設 内 容

ﾌﾟﾗﾌｪﾝｽ　H=1200　ΣL=32.0m
仮囲い

(水槽･ﾎﾟﾝﾌﾟ室用)
仮囲い

(埋設配管用)
ﾌﾟﾗﾌｪﾝｽ　H=1200　ΣL=629.5m

全体配置図　S=1:600

Ａ

Ｂ

Ｃ

石:取り解き･復旧

均ｺﾝt=30+砕石t=100

3,340 190190

W700(t=150※推定)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ:解体･復旧

190190 3,660

W700(t=150※推定)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ:解体･復旧 ④③

(下をﾄﾝﾈﾙ配管)
縁石:残置

(下をﾄﾝﾈﾙ配管)
縁石:残置

30
1
0
0

10
0

30
1
0
0

10
0

砕石t=100砕石t=100

2,260 185185

W700(t=150※推定)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ:解体･復旧

3,550 190190

W700(t=150※推定)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ:解体･復旧 ⑥⑤

(下をﾄﾝﾈﾙ配管)
縁石:残置

(下をﾄﾝﾈﾙ配管)
縁石:残置

3
0

1
00

3
0

1
00

10
0

10
0

砕石t=100砕石t=100

3,640

5
0

W700(t=150※推定)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ:解体･復旧

210210

⑦

(下をﾄﾝﾈﾙ配管)
縁石:残置

1
00

30 10
0

砕石t=100

通路横断箇所　断面詳細図　S=1:30

塀横断箇所　断面詳細図　S=1:50

離
隔

管
上

3
00

以
上

境界線

消火配管FW125

塀
石像

石積

8
00

2,
10

0

382

56
0

60

石像※善通寺で移設･復旧

石積:取り解き,復旧

※掘削深さは推定
掘削･復旧 W2,000

樹木伐採リスト

ｿﾞｰﾝ

ｿﾞｰﾝ

ｿﾞｰﾝ

Ａ

Ｂ

Ｃ ﾏﾂ

ﾏﾂ

ﾏﾂ :

:

:

枝伐採  50φ(GL+5m,直径1mの範囲)

伐根無し

伐根無し

伐根無し枝伐採  50φ(GL+5m,直径1mの範囲)

枝伐採  50φ(GL+5m,直径1mの範囲)

2,400
1,970430

※
4
50

※
5
50 ※
1,

00
0

※
1
,0

4
5

仮設計画図2、外構図

　遺跡や障害等が発見された場合は、速やかに監督
　員に報告すること。

※境内は国史跡に指定されているため、配管ﾙｰﾄに

令和7年11月30日



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/100

水槽・ポンプ室　配置図

配置図　S=1:100

542 3 官民境界線　6.74m官民境界線　3.76m

隣
地
境

界
線

　
1 6

. 5
5 m

隣
地

境
界

線
　

1
6.

50
m

道路境界線　16.49m

官民境界線　6.14m

農道

1 6

塀

暗渠

暗渠

暗渠

善通寺市道　中通り線
△道路中心線

電柱 外灯

2
,0

80

3,
50

0
7,

5
80

1
,0

70
4,

35
2

9,
00

0

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

±0

±0

+3487

+2142

±0

±0

2,400 4,600
3,150 7,000 6,484

3
,4

20
3
,4

2 0

6,
84

0

3,
46

5
3
,4

65

6,
9 3

0

2
,2

2 0

1
,9

05

±0

-60

※KBM

+15

+95

-115 +5

+30

+55

A-09 令和7年11月30日



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/100

水槽・ポンプ室　配置図兼平面図

542 3 官民境界線　6.74m官民境界線　3.76m

隣
地
境

界
線

　
1 6

. 5
5 m

隣
地

境
界

線
　

1
6.

50
m

道路境界線　16.49m

官民境界線　6.14m

1 6

塀

暗渠

暗渠

暗渠

善通寺市道　中通り線
△道路中心線

電柱 外灯

農道

A-10 令和7年11月30日

配置図兼平面図　S=1:100

:雨水枡を示す

2
,0

80

3,
50

0
7,

5
80

1
,0

70
4,

35
2

9,
00

0

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

±0

+150

+300

±0

±0

2,400 4,600
3,150 7,000 6,484

3
,4

20
3
,4

2 0

6,
84

0

3,
46

5
3
,4

65

6,
9 3

0

2
,2

2 0

1
,9

05

宅地

店舗

±0

-60

※KBM

+15

+95

-115 +5

+30

+55

±0

既存水路に接続

既存市上水引込管

西側塀(上部2段):解体･撤去
天端ﾓﾙﾀﾙ補修



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

1,
42

0
2
,0

8
0

3
,5

00
7,

58
0

550

55
0

550

180

9090

ﾏﾝﾎｰﾙ600φ
T-2

ﾏﾝﾎｰﾙ600φ
T-6

1/50

2,400 4,600

55
0

B B

A

A

ﾎﾟｰﾁ

AD

1

1

AW

ﾎﾟﾝﾌﾟ室平面図　S=1:50

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

±0 +150

+300

A-11ポンプ室　平面詳細図,仕上表,面積表 令和7年11月30日

ﾎﾟﾝﾌﾟ室建築･床面積表

水槽面積表

2.40×3.50　＝ 8.40m2　(2.54坪)

7.00×9.00＋2.40×2.08　＝67.92m2　(20.54坪)

水量(有効床面積×高さ－ﾊﾝﾁ容積）

　6.58×8.58　   ＝ 56.4564

▲0.20×0.20×1/2＝▲0.1000

▲0.30×1.30　　 ＝▲0.3900

▲2.69×0.30×2  ＝▲1.6140

　1.98×2.08　   ＝　4.1184

計　58.4708㎡

0.15×0.15×1/2＝0.0112㎡

1.98+2.08+4.30+4.14+4.14+6.58+4.14+6.22＝33.58m

0.0112㎡×33.25m＝0.3760m3

58.4708㎡×H0.70m-0.3760m3＝40.5535m3　　∴40.55m3

　有効床面積

　ﾊﾝﾁ断面積

　ﾊﾝﾁ長さ

　ﾊﾝﾁ容積

　水量

巾 木 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修　ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝仕上げ

水槽ｽﾗﾌﾞ ｺﾝｸﾘｰﾄ同時刷毛引き仕上げ

屋 根

軒裏･鼻隠し･破風 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修　弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

桟瓦葺き

ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付
小屋裏換気口

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙ

ｱﾙﾐﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ (ｱ)1.5 焼付塗装

ポーチ ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金ｺﾃ押え

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ

ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金鏝押え

外 部

ﾎﾟﾝﾌﾟ室内:22φ×3本

ﾎﾟﾝﾌﾟ基礎

樋
軒樋:塩ﾋﾞ製丸樋100φ,

竪樋:塩ﾋﾞ製丸樋60φ,掴み金物ｽﾃﾝﾚｽ製

床

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修

ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金ｺﾃ押え
ﾎﾟﾝﾌﾟ室

巾木･壁･天井

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修　弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金ｺﾃ下地

仕 上 表

床

壁

天 井

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修下地　自閉樹脂塗膜防水

自閉樹脂塗膜防水(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ保護材仕上)

自閉樹脂塗膜防水(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ保護材仕上)

水 槽

外 壁
目地底:AEP塗装

600φ(2ヶ所) 外部:T-8,内部:T-2

駐車場砂利 再利用

備 考

西側塀 上部2段解体･撤去、天端ﾓﾙﾀﾙ補修

ﾎﾟﾝﾌﾟ
基礎

800

8
0
0+400

175

3
50



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/50

水槽　平面詳細図
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図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/50
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1,000

土留ｺﾝｸﾘｰﾄt250

2,080

11,0801,030

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

水槽･ﾎﾟﾝﾌﾟ室　断面詳細図1

SUSﾀﾗｯﾌﾟ:22φ

(ﾎﾟﾘﾏ-ｾﾒﾝﾄ保護材仕上）
床:ｺﾝｸﾘ-ﾄ同時金鏝下地 自閉樹脂塗膜防水

壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 自閉樹脂塗膜防水
(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ保護材仕上)

天井:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 自閉樹脂塗膜防水

非加硫ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑH150

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙ:φ600 T-6

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ同時刷毛引き仕上

外壁･軒裏･鼻隠し･破風:弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修下地

ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝仕上

床･ﾎﾟﾝﾌﾟ基礎:ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金鏝押え

壁･天井ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修

水切:空目地

額縁:ｱﾙﾐ既製品

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙ:φ600 T-2

屋根:桟瓦葺(和型53型)

A-A断面図　S=1:50

　　 ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ(ｱ)40 
　　 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
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図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/50

釜場

10

4.5

10

4.5

60° 60°

水槽･ﾎﾟﾝﾌﾟ室　断面詳細図2

壁･天井ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修

水切:空目地

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金鏝押え

外壁･軒裏･鼻隠し･破風:弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修下地

ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝仕上

(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ保護材仕上)
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 自閉樹脂塗膜防水

天井:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 自閉樹脂塗膜防水

床:ｺﾝｸﾘ-ﾄ同時金鏝下地 自閉樹脂塗膜防水
(ﾎﾟﾘﾏ-ｾﾒﾝﾄ保護材仕上）

非加硫ﾌﾞﾁﾙｺﾞﾑH150

ﾎﾟｰﾁ:ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金鏝押え

外壁･軒裏･鼻隠し･破風:弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修下地

床:ｺﾝｸﾘｰﾄ同時刷毛引き仕上

B-B断面図　S=1:50

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

SUSﾀﾗｯﾌﾟ:22φ

水槽

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙ:φ600 T-2

屋根:桟瓦葺(和型53型)
改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ(ｱ)40 

水切:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(ｱ)0.4加工

▽ｳｫｰﾀｰﾗｲﾝ

A-14

鉄筋D10@200 ﾀﾃ･ﾖｺ共

差し筋ｱﾝｶｰ D10用@200

令和7年11月30日



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/50
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2
,6

50
8
37

3,
4
87

▽GL
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▽軒高

▽最高高さ

3,500 2,400 3,500

西面 東面北･南面

立面図　S=1:50

屋根:桟瓦葺(和型53型)

屋根:桟瓦葺(和型53型)

10

4.5

10

4.5

屋根:桟瓦葺(和型53型)

外壁･軒裏･鼻隠し･破風
     :弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

　　　　　焼付塗装､防虫網付
小屋裏換気口:ﾊﾟﾝﾁﾝｸﾞﾒﾀﾙ(ｱ)15

ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝仕上
ﾎﾟｰﾁ:ｺﾝｸﾘｰﾄ同時金鏝押え

符 号

建 具 表

種別･数量

取付場所

建具金物

硝 子

仕 上

備 考

1ヶ所

AD-1

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

丁番､ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ(ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠)､ﾄﾞｱﾁｪｯｸ､他付属金物一式

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

－

ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

額縁:ｱﾙﾐ(既製品)､ｶﾞﾗﾘ部:ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付､下枠:ｽﾃﾝﾚｽ

付属金物一式

－

ｱﾙﾐ(ｶﾗｰ)

ｶﾞﾗﾘ付窓

姿 図

額縁･水切:ｱﾙﾐ(既製品)､ｶﾞﾗﾘ部:ｽﾃﾝﾚｽ防虫網付

ｶﾞﾗﾘ付片開き框ﾄﾞｱ 3ヶ所

950 900

1
,8

00

9
00

90
0

1
,8

00

棟･軒先　詳細図　S=1:20

AW-1

105
60

50

16
5

40

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修

軒裏･鼻隠し･破風:弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修下地

屋根:桟瓦葺
ｽｶｲﾓﾙﾀﾙ(ｱ)40

鬼瓦:海津
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20

15

40

30
0

4
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3
78

40

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修下地
90 90

180

外巾木:ﾓﾙﾀﾙ塗り金鏝仕上

外壁:弾性ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｽｶｲﾗﾝﾊﾞｰ90×30

7.5

外壁　詳細図　S=1:20

目地底:AEP塗装

615 615 800 800 615 615

A-15 令和7年11月30日立面図,建具表,部分詳細図



暗渠

外灯電柱
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水槽・ポンプ室　計画案

土留ｺﾝｸﾘｰﾄt250

1/100重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業工事名

花岡直樹建築事務所
松山市持田町三丁目４番23号
ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６株式会社

知事登録3192号

花　岡　直　樹１８３５３２号管理建築士 一級建築士大臣登録

一級建築士事務所 設
 
計
 
者

縮尺

年月日
No.

図名 図番
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室

断面図　S=1:100

500 500

500

ﾗｽ網押え仕様

･ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ　 #3000　2.7*5.4

･補助ｱﾝｶｰ　LP　D10*200　1.5本/㎡

･ﾒｲﾝｱﾝｶｰ　 LP　D16*400　0.3本/㎡

･ﾗｽ網:2φ(#14)50網目　亜鉛ﾒｯｷ

        重ね代10cm以上　101.34㎡

特記事項

※根切中に法面の経過観察を十分に行い、土質が悪い場合や変形の恐れがある場合は、

  法面補強工法について見直しが必要であるため、監督職員と協議する事。

法面補強伏図　S=1:100

A-16 令和7年11月30日



□ＡＬＣ床版　　　　　　　　厚

□　広告塔　　□　高架水槽　　kN　　□　空調屋外機　　□　太陽光発電設備　　kN

構造設計特記仕様書

□　ＡＢＭ４００　M　　　L=　　　mm　ナット（□シングル　□ダブル）

□　地上部分の鉄部は溶融亜鉛めっき工法とし、公共建築共通仕様書（建築工事編）平成22年版12節　溶融亜鉛

■　耐久設計基準強度Fd　　□　短期（18N/mm2）　■　標準（24N/mm2）　□　長期（30N/mm2）　□　超長期

（３）地盤改良・地盤補強

□高炉B

■普通 

□高炉B

■普通 

同上

第三者

（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

注1.片持梁、庇、長大スパンの梁、大型スラブ等の型枠を支持する支柱、または施工荷重が著しく大きい

■　ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００箇所を超える時は２００

　　だコンクリートの再振動可能時間内とする。

　　隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分を目安とし、先に打ち込ん

　　士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、同一工区の打ち込み継続中における打重ね時間間

　　数ごとに1回行う。1回の試験には、適当な間隔をおいた3台の運搬車から1個ずつ採取した合計3個の供試体を

　　査における測定試験は同一試料から取分け3回行い、その平均値を試験値とする。

　　測定検査の回数はコンクリート種類ごと、打ち込み日ごと、150m3及びその端数ごとに1回以上とし、1回の検

■　レディーミクストコンクリートの受入れ時の検査はJASS5の11.5による。塩化物測定は原則として工事現場で

■　寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法

■　セメントは、ＪＩＳ　Ｒ５２１０の普通ポルトランドセメントを標準とする。

■　湿潤養生の方法や期間、養生温度及び振動や外力らの保護についてはJASS5の第8節による。

　　　　　　　　　□機械堀

（下記以外の既製品を使用する場合は、別図による。）

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

継手工法

□　Ａ種　　□　Ｂ種　　□　Ｃ種　　　厚　□　１００　　□　１２０　　□　１５０　　□　１９０

４．地業工事

　　めっき工法による。

　　を使用し２回塗りとする。ただし、耐火被覆接着面は不要。

□

■　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

■　諸官庁への届出書類は遅延なく提出すること。

８．その他

　　以上を原則とする。

■　床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし、管の間隔を管径の３倍以上かつ5cm

■　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

■　本設計図以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

７．設備関係

（７）溶融亜鉛めっき工法

　　４つ星２回塗りを標準とするが、安状に応じて決定すること。

　　④　耐火被覆材の接着する面（耐火材吹付けやラスモルタル塗り等の接着のみで取り付けられる場合）

　　③　現場溶接を行う部分の両側100mm程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範囲

　　①　高力ボルト接合の摩擦面

　　②　コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分

（６）防錆塗装

　　締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

　　意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。

　　粗さが５０S以上である場合は、赤さびは発生しないままで良い。

　　放置して発生した赤さび状態であること。ただし、ショットプラスト、グリットブラストによる処理で表面

　　スプライスプレート全面の範囲でショットプラスト、グラインダー掛け等を用いて除去した後、屋外に自然

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関とし、外観検査、超音波探傷試験を100％行うこと

ＣＩＷ認定業者

外観検査(※)

検査水準　第１水準
ＡＯＱＬ　２．５％
※1
UT検査はJASS6による

  　（目視及び計測）

告示　第1464号二号による

※平成12年建設省(国交省)

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者または、工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

第三者検査機関名

       　個

   　％　個

   　％　個

   　％　個

       　個

   　％　個

       　個

   　％　個

※1
JASS6による

100　％　個

100　％　個

マクロ試験・その他

内質検査(※)

超音波探傷試験

外観検査(※)

□

□

(突合せ溶接)

備　　考
工事監理者社　内

検査率または検査数
検査方法検査箇所

（５）接合部の検査

（４）接合部の溶接は下記によること

□　日本建築学会「溶接工作規準、同解説　　Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

（３）工事監理者が行う検査項目

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

□　（社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

（５）ボルト

備　考

種類

■ＡＥ減水剤　　　

□高性能ＡＥ減水剤

1518捨てコンクリート　※

混和材料　等品質基準強度Fq
cm

スランプ
N/mm2N/mm2

設計基準強度Fc
適　用　箇　所

・打設計画上、土間コンクリートを基礎梁又は１階躯体と同じ配合とする場合は、監理者の承認を得ること。

・単位水量、水セメント比は打設前に監理者へ報告、打合せを行うこと。

　ただし、※印のコンクリートは適用しない。

　耐久設計基準強度Fdのうち大きい方の値とし、構造体強度補正値mSnは、JASS5の5.2.Cによる。

・調合管理強度　Fm=Fq+mSnとする。ここで、品質基準強度Fqは、設計基準強度Fcもしくは

特記事項本　数杭の先端深さ（ｍ）杭　径（mm） 設計支持力（kN）

平成　年　月　日
第　　　　　号

建築センター認定

平成22年2月5日
第TACP-0341号

大臣認定

備　考施工法材　料杭　種

　コンクリート杭

　　　ＨＯＯＰ　ＳＤ

鉄筋　主筋　　　ＳＤ

セメント量　　　kg/m3

スランプ

□ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ　□ﾐﾆｱｰｽ

□ﾘﾊﾞｰｽｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝ

□ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ　□拡底杭

□ＢＨ　□深基礎　□手堀

コンクリート　　Fc=　　　N/mm2□場所打ち

□

□

□埋込み（BASIC工法）

□打ち込み

　　　□ＳＴＫ４００

鋼材　□ＳＳ４００

ＰＲＣ（□Ⅰ種　□Ⅱ種　□Ⅲ種）

□

□鋼管　□摩擦杭

□ＰＨＣ　□Ｈ鋼

□ＲＣ　□ＰＣ

備　考現場溶接使用箇所種　　類

試験杭　　（□有　　□無）　　（□打ち込み　□載荷　□引抜き　□孔壁測定）

杭仕様　　□施工計画書承認　　　□杭施工結果報告書

支持層　－　（２）杭基礎（本体）

（１）直接基礎

（４）ボーリング標準貫入値、土質構成　　→　S-**　参照。

（３）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

□土質試験　　□物理探査　　□平板載荷試験

（２）地盤調査計画

□無　（調査予定　　□有　　□無）

（１）地盤調査資料

３．地　盤

□その他

□特殊デッキプレート　　　　　　　　　　　　厚

□ＡＬＣ版　　　　　　壁厚　　　　　□スライド構法　　□ボルト止め構法　　□ロッキング構法

□デッキプレート　　　　　型式　　　　　　　厚

□キーストーンプレート　　型式　　　　　　　厚

（６）屋根、床、壁

Φ＝　　　　　L=　　　mm　　　使用箇所（　□柱　　□大梁　　□小梁）

　□頭付スタッドボルト

Φ＝　　　　　L=　　　mm　　　使用箇所（　□柱　　□大梁　　□小梁）

□　ＡＢＭ４９０　M　　　L=　　　mm　ナット（□シングル　□ダブル）

M12　　M16

（４）鉄　骨

５．鉄筋コンクリート工事

　　使用する。

　　試験は製造工場ごとに行い、コンクリート種類ごと、打ち込み日ごと、打ち込み工区ごと、150m3及びその端

　　い、3回を1検査ロットとする。1回の試験には3個の供試体を用いる。

　　ごとに行い、コンクリート種類ごと、打ち込み日ごと、打ち込み工区ごと、150m3及びその端数ごとに1回行

■　密実に充填するための打ち込み、締固め方法及び打継ぎ部の処理方法はJASS5の第7節による。

注7.混合セメントとは、高炉セメント、シリカセメント、フライアッシュセメントの総称である。

注6.上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

注5.せき板の取り外し後は、ただちにJASS5の第8節に従い養生を行う。

注3.上表より早く支柱を取り外す場合は、JASS5の9.10.f.の方法とし、工事監理者の承認を得る。

注4.支柱の盛替えは原則として行わない。

注2.スラブ下及び梁下のせき板は原則として支柱を取り外したのちに取り外す。

　　場合の支柱等は、必要に応じて存置期間を延長する。

　(　)はせき板取外し後JASS5の第8節の湿潤養生しない場合 外力について、構造計算により安全である事が確認されるまで。

設計基準強度Fcの100％以上であり、かつ施工中の荷重及び長期、超長期の場合　10N/mm2(15/mm2)

短期、標準の場合　5N/mm2(10/mm2)

平
均
気
温

セメント

種類

存
置
期
間
の

の種類

位
部

コ
ン
ク
リー
ト
剤

15℃以上

0℃以上 5 8 10 15 28

12 25

17

28 285℃以上

8

7

5

5

3

3

2

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁下

支柱せき板

ポルトランドセメント

混合セメントの

Ｂ種

混合セメントの

Ａ種

混合セメントの

普通早強

Ｂ種

混合セメントの

Ａ種

普通早強

ポルトランドセメント ポルトランドセメント ポルトランドセメント

　混合セメントの

　Ａ種

　混合セメントの

　Ｂ種

　普通

ポルトランドセメント

ポルトランドセメント

　早強

による場合
の圧縮強度
コンクリート

(日)

齢
に
よ
る
場
合

　　JASS5（2009）による。

■　施工は本設計図に記載されている事項を除き、

■　型枠存置期間

■　材料　　合板厚　１２ｍｍを標準とする。

（３）型　枠

　代行業者名とは、試験に伴う業務を代行する者をいう。

代行業者名　：

試験機関名　：

□　コンクリート及び鉄筋の試験

　　外観試験　　■有　　□無、　　引張試験　　□有　　■　無、　　超音波探傷試験　　■　有　　□　無

　　に抜き取る。　なお、外観検査は全圧接部とする。

　　箇所ごと）に1回行い、1回の試験は引張試験の場合は3本以上、超音波探傷試験の場合は30カ所以上を無作為

　　会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

■　Ｄ１９未満は、すべて重ね継手とする。継手（Ｄ１９以上）をガス圧接とする場合は、（社）日本鉄筋継手協

　　配筋基準図（１）（２）」または、「壁式鉄筋コンクリート構造配筋基準図（１）（２）」による。

■　鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート構造

□　高強度せん断補強鉄筋は、ＪＩＳ　Ｇ　３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

　　施工は本設計図に記載されている事項を除き、JASS5（2009）による。

■　鉄筋はＪＩＳ　Ｇ３１１２の規格品を標準とする。

（２）鉄　筋

　　水平移動距離は、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送施工技能

■　ポンプ打ちコンクリートは、目的の位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下高さ及び

　　28日を超え91日以内の圧縮強度推定用現場封かん養生にて行う。

　　材齢28日圧縮強度の推定用及び型枠取外し時期決定用は現場水中養生にて、また、構造体コンクリートの材齢

■　構造体のコンクリート強度の推定試験は、JASS5の付12.（JASS5T-603:2009）により、構造体コンクリートの

■　調合強度の管理のための試験は、JASS5の付11.（JASS5T-602:2009）により標準養生にて材齢28日で製造工場

　　1回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

　　（財）国土開発技術センターの技術評価をうけた計測器を用いて行い、試験結果の記録及び計測器の表示部を

　　など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

■　調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

（１）コンクリート

６．鉄骨工事

※□溶接継手（　　　　　　）

※平成12年建設省(国交省)告示　第1463号による

径種　類

Ｄ19～Ｄ22

Ｄ10～Ｄ16 　■重ね継手　　Ｄ１０～Ｄ１６

※■ガス圧接継手　Ｄ１９以上

　　基礎(耐圧板)主筋は打合せにより決定

※□機械式継手（　　　　　）

異型鉄筋

□SR235

□SR235

□KSS785

□SD490

□SD390

■SD345

丸　鋼

高強度せん断補強筋

溶接金網(JIS G 3551)

（６）屋上付属物

２．使用構造材料

（１）コンクリート

（３）鉄筋

（２）コンクリートブロック（ＣＢ）

（10）構造計算ルート

（９）特別な荷重

□　煙突　　□　キュービクル　　kN　　□

□　門扉　　□　擁壁　　□　　　　　□

（８）付帯工事

□　有（　　　　　　　）　　■　無（７）増築計画

（５）主要用途

■　新築　　□　増築　　□　増改築　　□　改築

□　鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）　　□　壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

（４）階　数

（３）構造種別

（２）工事種別

　　　建築場所

（１）工事名称

１．建築物の構造内容

適用は　■印　とする ■　コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、本設計図に記載されている事項を除きＪＡＳＳ(2009)による。

使用箇所

□SM400A　□SN400B　□SN400C

ＰＨＣ（□Ａ種　□Ｂ種　□Ｃ種）

24

□　ＡＢＲ４００　M　　　L=　　  mm　ナット（□シングル　□ダブル）□　エレベーター　人乗（マシンルームレス・ロープ式・油圧式）　　□　リフト　　kN

□　プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）　　□

24

18

■　各試験の供試体は公的試験期間にて試験を行い工事監理者に報告すること。

■SD295

□STKR400　□STKR490　□STK400

■ボーリング調査　　□静的貫入試験　　■標準貫入試験　　□水平地盤反力係数の測定

□　鉄筋コンクリート造（ＲＣ）　　■　壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

□　木造（Ｗ）　　□　補強コンクリートブロック造（ＣＢ）　　□　鉄骨造（Ｓ）

Ｘ方向ルート　1  　　　Ｙ方向ルート　1　

□高炉B

■普通 ■ＡＥ減水剤　　　

□高性能ＡＥ減水剤
152424

18

□SS400　□SN400B　□SM400　□SM490A

□SS400　□SN400B　□SM400　□SM490A

□BCR295　□BCP325　□SS400

□SM490A　□SN490B　□SN490C

□SSC400　□

□有 □無

□有 □無

□有 □無

□有 □無

□有 □無

□有 □無

　□高力ボルト

□　Ｆ１０Ｔ　　□　Ｓ１０Ｔ　　□　Ｆ８Ｔ[認定品]（□　M12　　□　M16　　□　M20　　□　M22　　□　M24）

　□中ボルト

　□アンカーボルト

□折　版　　　　　　　　　Ｈ＝  　　　　　　厚 　

□　日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

□　鉄骨制作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

□　冷間成形角型鋼管設計・施工マニュアル（2008年版）

□　製作工場　　□　製作要領書　　□　工作図　　□　施工計画書

□　認定または登録工場（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　材料規格証明書または試験成績書

□　鋼材　　□　高力ボルト　　□　特殊ボルト　　□　スタッドボルト

□　社内検査表　　　　　　　　□　　　　　　　　□

□　現寸検査　　　　　　□　組立・開先検査　　　　　　□　製品検査

□　建方検査

□　日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工編」

□　建築構造設計指針・同解説

□　溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

□完全溶込み溶接部

□　高力ボルトは「ＪＩＳ　Ｂ　１１８６の高力ボルト」を標準とする。摩擦面の処理は黒皮などを原則として

□　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく調整されたものとし、締付けの順序は部材が十分密着するよう注

□　防錆塗装の範囲は、以下の①～④以外の部分とする。

　　錆止めのペイントは、□ JIS K-5621、□ JIS K-5625、□ JIS K-5674（１種）を使用して、

□　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止めペイント

基礎スラブ

壁
基礎スラブ

壁,スラブ

■　ベタ基礎　　□　布基礎　　□　独立基礎　　　試験堀　□　有　　■　無

□　柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法　一般部：　□　Ｈ型（タガ）　　□　Ｗ型（溶接型）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　仕口部：　□　Ｈ型（タガ）　　□　Ｗ型（溶接型）

地下　　1　階　　　地上　　1　階　　　塔屋　　　階

水槽、ﾎﾟﾝﾌﾟ室

壁、屋根、床スラブ

□　ＡＢＲ４９０　M  　　L=   　 mm　ナット（□シングル　□ダブル）

□　ＳＳ４００  　M  　　L=      mm　ナット（□シングル　□ダブル）

■有　（■敷地内　□近隣）　　　■SWS調査　　□平板載荷試験　　□水平地盤反力係数の測定

■　ＨｙＳｐｅｅｄ工法　　■　浅層地盤改良　　□　その他（ハットウイング工法）

重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業（水槽･ﾎﾟﾝﾌﾟ室）

□　ホイスト　  　kN　　□　倉庫積載床用　　kN/㎡　　■　受水槽　 9.5 kN/㎡

基礎深さ　1.60ｍ　 支持層 － 粘土混じり砂礫地盤　 長期許容支持力度　    kN/㎡　 載荷試験　□　有　□　無

香川県善通寺市善通寺３丁目592-1

NO SCALE

Ｓ－０１(水槽・ポンプ室) 構造設計特記仕様書 令和7年11月30日図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業



NO SCALE

Ｓ－０２(水槽・ポンプ室)
壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

令和7年11月30日図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業



NO SCALE

(水槽・ポンプ室)
壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

Ｓ－０３ 令和7年11月30日図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業



Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

X1 X2 X3 X1 X2 X3

Y1

Y2

Y4

Y3

Y5

X1 XM X2

F
Gy

1

FS2

Ｙ

Ｘ

　　　　（ D19以上は圧接継手とする。)

［特記事項］

［使用材料］

・鉄筋コンクリ－ト：普通コンクリ－ト　Fc = 24 N/mm2

・鉄　筋：SD345(D19以上),SD295(D16以下)（JIS規格品）

・仮定設計地耐力（基礎下）：80 kN/㎡ (長期)、160 kN/㎡ (短期)

・伏図は、見下げ図を表す。

・スラブ符号付記の　　　　は、配筋の主筋方向を示す。
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(水槽・ポンプ室)　基礎,壁,壁梁伏図

S=1:60

Ｓ－０４ 令和7年11月30日図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業



B1GL B1GL B1GL

Y1 Y2

B1GL

X1 X2

設計GL

B1GL

符　号 スラブ厚 位　置
短　辺　方　向 長　辺　方　向

端　部 中央部 端　部 中央部
備　考

上端筋

下端筋
モチアミ配筋

上端筋

下端筋
モチアミ配筋

 D13－@200  D13－@200  D13－@200  D13－@200

 D13－@200  D13－@200  D13－@200  D13－@200

350

350

 D16－@150  D16－@150

 D16－@150  D16－@150

 D16－@200  D16－@200

 D16－@200  D16－@200
FS1,2

FS3

スタ－ラップ

下端筋

上端筋

ｂ×Ｄ

断面

基礎

層 符号

位置

基礎梁断面リスト    S=1:30

  2  －  D16

  2  －  D16

300  ×  350

全断面

 2－D13－@200

  2  －  D16

  2  －  D16

300  ×  350

全断面

 2－D13－@150

300  ×  350

全断面

 2－D13－@150

  5  －  D16

  5  －  D16

FGx1,4,5
FGy1,2,3

FGx2 FGx3

捨コン：Fc=18-15

再生砕石：RC-40

補強筋：D13-@200

べた基礎スラブ配筋要領図  S=1:30

FS1
幅止筋：D10-@800

長辺上下筋共：D16-@200

短辺上下筋共：D16-@150 補強筋：D13-@200

FS2 FS3

ボーリング柱状図  孔口標高 = KBM＋0.08m (設計GL = KBM＋0.06m)

FS1

FS2

短辺上下筋共：D13-@200

長辺上下筋共：D13-@200

再生砕石：RC-40

捨コン：Fc=18-15

長辺上下筋共：D13-@200

短辺上下筋共：D13-@200

べた基礎スラブリスト 　※ 幅止筋は @800 とする。
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Ｓ－０５(水槽・ポンプ室)　基礎部材断面リスト 令和7年11月30日図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業
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X1 X3X2 X1 X2 X1 X2
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B1GL

FGx1

W28

設計GL
1GL

B1GL

W27 W27

FGx2

1Gx2

FGy1 FGy3

Y1通り軸組図  S=1:60 Y2通り軸組図  S=1:60
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Y4通り軸組図  S=1:60
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(水槽・ポンプ室)　軸組図（１）

S=1:60

Ｓ－０６ 令和7年11月30日図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業
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(水槽・ポンプ室)　軸組図（２） Ｓ－０７ 令和7年11月30日図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業



RGL

1GL
設計GL

1FL

1GL
設計GL

RGL

壁梁断面リスト    S=1:30

層 符号

位置 全断面

幅止筋

ハラ筋

スタ－ラップ

下端筋

上端筋

ｂ×Ｄ

 2－D10－@200

断面

Ｒ層

  2  －  D13

  2  －  D13

  2  －  D10

層 符号

位置 全断面

幅止筋

ハラ筋

スタ－ラップ

下端筋

上端筋

ｂ×Ｄ

断面

１層

全断面

－

  2  －  D16

  2  －  D16

150  ×  500

270  ×  285

 2－D10－@100

－

－

RGy1,2

1Gx3

(主体部) (増打部)

 2－D10－@200

  2  －  D16

  2  －  D16

  2  －  D10

270  ×  485

－

 2－D10－@200

  2  －  D16

増打ｺﾝｸﾘｰﾄ

270  ×  300

－

－

1Gx2

小梁断面リスト    S=1:30

層 符号

位置 全断面

スタ－ラップ

下端筋

上端筋

ｂ×Ｄ 220  ×  285

  2  －  D16

  2  －  D16

 2－D10－@100

断面

Ｒ層

RB1

270

符号

壁厚

縦筋

横筋

縦筋

開口部
横筋

補強筋

斜筋

幅止筋

断面

(縦断面)

  2 － D13

285 150

  D10 － @800   D10 － @800   D10 － @800

－

－

－

  4 － D16   2 － D13

  2 － D13

D13－@200(D)

D13－@200(D)

D13－@200(D) D13－@200(D)

D13－@200(D)

W15W27W28

壁断面リスト      S=1:30  ※ 壁端部曲げ補強筋は、壁配筋詳細図参照のこと

D13－@200(D)

  2 － D16

  2 － D16
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S=1:30

Ｓ－０８(水槽・ポンプ室)　部材断面リスト 令和7年11月30日図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業
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地階壁配筋詳細図    S=1:50
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管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号
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機械設備　特記仕様書 令和7年11月30日

no scale

３　建　物　概　要

２　工　事　場　所

１　工　事　名　称

Ⅰ 工 事 概 要

建 物 名 称 備 考構 造 階 数 延べ面積(m2) 消防法令別表

1 7 項

1 7 項

平 屋木 造

木 造②

①

Ⅱ 工 事 仕 様

１ .共 通 仕 様

○本工事は補助対象事業である。

　設計図書に基づいて正確入念な施工を行うこと。

○工事に先立ち工程表及び総合施工計画書を、また工事施工前に工種別施工計画書を作成し

係員の承諾を得ること。

○仮設計画は安全に充分配慮し、係員及び関係者と協議し決定すること。

○工事に支障ある樹木、地下埋蔵物又は発生物は、係員の指示による。

○工事写真は、場所及び寸法が確認できるように撮影すること。

特に、埋没部・隠ぺい部等については、厳重に実施すること。

また、搬入材料写真はメ－カ－・規格・数量等が確認できるように撮影すること。

○設計書(積算書）は工事の程度を示す参考見積であるため、材料の長短、数量の過不足等については、

発注者はその責を負わない。従って入札時には再積算を行うこと。

○工事保証期間満了前に、係員立会の上、経年検査を実施する。手直しが生じた場合は、

発注者に責がある場合を除き請負者の負坦において手直しを行うものとする。

○工事完了後、竣工図２部製本図面、各機器の承認図、保証書及びCADデ－タを提出のこと。　

○図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通大臣官房官庁営繕部監修

公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）最新版「以下共通仕様書という」に準ずる。

機械設備　特記仕様書

重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

香川県善通寺市善通寺町3丁目3-1

金堂

五重塔 五　層

重要文化財建造物

重要文化財建造物

（ポンプ設置）平 屋ＲＣ造ポンプ室

工 事 種 目

（　　のついたものを適用する。）４ 工 事 種 目

建 物

工 事 種 別

屋 外ポ ン プ 室

給 水 設 備

建 物 別

消 火 設 備

排 水 設 備

換 気 設 備
特記事項記載無し
図面参照

一

般

共

通

事

項

項 目 特 記 事 項

準 用 基 準 等１ 機械設備工事標準図、国土交通大臣官房官庁営繕部監修。

本設計書に示す内容、その他疑義が生じた場合は、すみやかに係員に連絡の上、

指示を受け適当な措置を講ずること。

工事の施工に必要な手続きは、遅滞なく行い、その費用は本工事に含む。

施工にあたり係員と十分協議の上、承認図、施工図、見本などをすみやかに

係員に提出し、承諾を受ける。　　

工事完成時に竣功図（A-4)２部、完成図（CADデーター）提出のこと。

その他

施工図．承認図．見本

官公署その他への手続

疑 義

埋設配管上部（GL-200）にはｱﾙﾐ埋設標示テ－プ、配管曲がり部にはｺﾝｸﾘｰﾄ表示柱（特記参照）。

工事の施工に伴い、既成部分を汚染又は損傷した場合は、既成にならい補修する。

露出配管（保温を含む）には必要に応じ、名称、流れ方向などを記入する。又、

バルブにはプラスチック製の表示プレ－ト（小判形で室名等をエッチングしたもの）

を取付ける　　（名称を記入）

・ 消火配管 １.０ＭＰa　　　　水圧にて６０分間

　 以上の試験結果及び報告書を提出のこと。

試 験

配管及びバルブ表示
補 修 な ど

埋 設 標 示

２

３

４

７

８

９

10

・　JIS10kgf/cm2
　　　　弁

　　　　管

給 水 方 式１

２

３

給

水

設

備
・　JIS５kgf/cm2

１
排

水

設

備

　　　　管

消

火

設

備

JIS10kgf/cm2

65A

１

　　　　弁

放 水 銃

屋 外 消 火 栓

消 火 水 槽

２

３

４

５

易操作性１号消火栓（文化財仕様）

地下コンクリ－ト製（建築工事）

給 水 ・ 消 火 関 係 保温工事

保

温

１

・　給水管・・・ポンプ室内露出管

記 号

AW

SU

HI

SU

VP

消火管

　　　　管

消火管

給水管

給水管

排水管

一般配管用ステンレス鋼管

耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管

一般配管用ステンレス鋼管

硬質ポリ塩化ビニル管

屋外消火栓設備用高性能ポリエチレン管（融着）

屋内外露出

屋内外露出

地中埋設

名 称 管 材 使 用 個 所

凡 例

100VP内にﾓﾙﾀﾙ詰め300L、表面矢印溝幅10、深さ5

100VP×300L

溝内色塗り（マンセル値⇒給水：10B 5/10、消火：7.5R 4/14）

※ｺﾝｸﾘｰﾄ表示柱仕様

b（ﾛ）Ⅶ

b（ﾛ）Ⅶ

・　ＡＷ消火管・・・ﾎﾟﾝﾌﾟ室内・消火栓箱内

G1（ｲ）Ⅸ・　ポンプ排気管・・・屋内露出管

・　ＡＷ消火管・・・消火栓箱外露出 e3（ﾊ）Ⅶ

・　屋外消火栓設備用高性能ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管［日本消防設備安全ｾﾝﾀｰの性能認定取得品］

・　一般配管用ステンレス鋼鋼管　［SUS304TPD］JISG3448

・　一般配管用ステンレス鋼鋼管　［SUS304TPD］JISG3448

・　水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管［JWWAK114］

・　水道直結方式　　・高置水槽方式　　・圧力タンク方式・　水道直結方式　　・高置水槽方式　　・圧力タンク方式

・　耐衝撃性硬質ポリ塩ビニル管（HI-VP）［JISK6742］

・　硬質ポリ塩化ビニル管 (VP)［JISK6741］

地中埋設・一部屋内

地中埋設・一部屋内

M-01



A

アイソメ図　no scale

図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

合計

経 路

A B

C

D

E

F

G

C

D

E

F

B

－

－

－

－

－

－

消火栓

屋外

L/min

流量
管種・ｻｲｽﾞ

ａ

Ａ ｍ

個
数

相当管長 相当管長
個
数

個
数

個
数

個
数 小計　ｍ ｍ ｍ

損失水頭

ｍ

合 計損失水頭

１ｍ当り

相当管長 相当管長 相当管長

相当管長90°ｴﾙﾎﾞ 45°ｴﾙﾎﾞ ﾁｰｽﾞ ﾚｼﾞｭｰｻ 管 長

ｂ ａ＋ｂ

5

5

5 1,100

1,100

1,100

屋外消火栓

（A-5）
1
,2

00
1,

00
0 屋外消火栓ﾉｽﾞﾙ高さ

GL
実揚程2,200

消火ポンプ室

消火水槽（有効33.0ｍ3）

（ｴﾝｼﾞﾝ式消火ﾎﾟﾝﾌﾟ）

消火水槽

放水量

全揚程

実揚程

配管摩擦損失

ﾎｰｽ摩擦損失

放水圧力

26.0ｍ

40.0ｍ

実揚程

揚程計算書

10
0S

U
1.

5m

100SU
1.5m

100SU

1.0m

50
.0
m

62.0m 5.0m 16.5m

5.
5m

17
.5
m

13.0m

13
.0
m

0.5m

41
.0
m

11.0m

7.
0m

34.0m

36
.5
m

（ A-5）
屋外消火栓

2.5m

66
0L
/m
in

440L/min

22
0L
/m
in

SUS-100 2.4

1

消火設備アイソメ図・揚程計算書 令和7年11月30日

消火水槽（有効33.0ｍ3）

33.0ｍ3（1,100L/min× 30min）

1,100L/min（屋外消火栓220L/min×同時5基）

M-02

消火ポンプ室

（ｴﾝｼﾞﾝ式消火ﾎﾟﾝﾌﾟ）

100AW

50
AW

50
AW

50AW

50AW

50
AW

50AW

75AW

10
0A
W

50AW

75
AW

75AW

75
AW

75AW

75
AW

50AW

50
AW

1,100L/min

100SU

50AW

ｽﾘｰｽ弁

no scale

100AW

100SU

100SU

屋外消火栓摩擦損失計算書

0.5m

1.2m

0.8m

0.8m

65SU
0.5m

2.0m
100SU

100SU
0.5mBC

0.8m
50SU

50AW
0.8m

屋外消火栓
（A-4）

0.8m
50SU

50AW
0.8m

屋外消火栓
（A-2）

屋外消火栓
（A-1）

0.8m
50SU

50AW
0.8m

0.8m
50SU

50AW
0.8m

屋外消火栓
（A-3）

0.8m

50SU
0.8m

50AW

2.2ｍ

－

－

G H

H I

1,100 AW-100

SUS-100

SUS-65

2.0

0.5

3.8

1

3 2.4

5.0

1 0.9

2.4

8.1

4.4

0.5

11.9

0.024 0.106

0.585

0.024

0.076

0.293

0.286

計

10
0A
W

100AW

100AW

100AW

D

1.
0m

E

F

G

H

I 16
.5
m

10.0m

5

3

2

1

1放水口I

660

440

220

220

220 SUS-40

SUS-50

AW-50

AW-75

AW-100

115.0

41.0

0.8

0.2

68.5

37.3

4

4

1

1

4.3

2.4

0.5

1 8.8

1

1 2.6

3.6

20.0

8.8

20.8

5.0

0.5

135.0

0.8

0.7

49.8

89.3

42.3

0.030

0.044

0.105

0.108

0.204

10.260

1.494

3.930

4.442

0.087

0.143

21.041

（21.041ｍｘ1.1＝23.2ｍ）23.2ｍ

91.4ｍ

上記の計算によりｴﾝｼﾞﾝ式消火ﾎﾟﾝﾌﾟの全揚程は、92mhとする。

22
0L
/m
in

220L/min

220L/min
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75AW 50AW
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0
AW

50AW

75
A
W

75AW
50AW

屋外消火栓

屋外消火栓

屋外消火栓

屋外消火栓

屋外消火栓
（A-1）

（A-2）

（A-3）

（A-4）

（A-5）

図番M-04参照

消火ポンプ室

消火水槽33.0ｍ3

①

①

②

②

②

③

②

④

⑤

⑥

電気配管

⑦

②

X
50

A
W

1
00

A
W

⑤

※消火管ｺﾝｸﾘｰﾄ表示柱「図中　」計１４箇所設置。

1
00

AW

100AW

井

五重塔

赤門

金堂

釈迦堂（旧常行堂）

勅願常行堂

南大門

三帝御廟

五社明神

鐘楼

御守所

W.C

屋外消火設備配置図　S=1/500
埋設管各断面図　S=1/50

100AW

10
0

埋設表示ﾃｰﾌﾟ×2

良質土埋戻し

保護砂

管
上

6
00

10
0

250 200
100

250

800

FEP管×2（電気工事）

800

埋設表示ﾃｰﾌﾟ×2

良質土埋戻し

保護砂

管
上

6
00

10
0

10
0 60

250 200
100

250

800

50AW FEP管×2（電気工事）

800

管
上

60
0

1
00

250 200

良質土埋戻し

保護砂

250

900

100100

11
4

FEP管×3（電気工事）

埋設表示ﾃｰﾌﾟ×2

900

管
上

60
0

1
00

250 200

良質土埋戻し

保護砂

250

900

900

100100
FEP管×3（電気工事）

埋設表示ﾃｰﾌﾟ×2

60

1
00

50AW

管
上

60
0

1
00

250 200
100

250

800

800

8
9

10
0

FEP管
（電気工事）

保護砂

良質土埋戻し

埋設表示ﾃｰﾌﾟ×2

75AW

管
上

60
0

1
00

250 200

8
9

10
0

良質土埋戻し

埋設表示ﾃｰﾌﾟ×2

75AW
（電気工事）

保護砂

FEP管250

900

200

900

管
上

60
0

1
00

250 250

保護砂

良質土埋戻し

500

埋設表示ﾃｰﾌﾟ

6
0

1
00

FEP管

500

100AW

1
00

1
14

①断面図

②断面図

③断面図

④断面図

⑤断面図 ⑥断面図

⑦断面図 （電気配管土工事共）

No.
年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

令和7年11月30日図番

1/500,1/50

図名 屋外消火栓設備配置図 M-03
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一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

給水設備特記事項

　　GL-200にｱﾙﾐ表示ﾃｰﾌﾟを敷設すること。

13
HI

13
HI

1
5S

15S

T200SNR13　1個

副弁付伸縮止水栓13φ、FRP製量水器BOX

既存第一止水栓13φに接続

下部新設消火水槽

（有効33.0m3）

13HI
7
5

既存側溝ｺﾝｸﾘｰﾄ壁 ﾀﾞｲﾔ穴明け補修
150φ×200L

道路境界線

既存市上水引込管

既存第一止水栓13φ残置

13HI≒1.0ｍ撤去
ア

ア 部　既存量水器廻り撤去図　S=1/100

ポンプ室廻り屋外平面図　S=1/100

ビニル桝

ビニル桝

100

100

ビニル桝

150ビニル桝

記号
規　　　格

桝径本管径

150

タイプ
備　　考

排水設備特記事項

雨水排水桝リスト

1

2

3

4

90Y

90L

ST

ST 100

100 150

150

計画

GL GL

桝底
蓋

樹脂蓋

樹脂蓋

樹脂蓋

樹脂蓋

±0

±0

±0

-60

-230

-320

-390 -330

-320

-250

-230

桝管底

深さ

１．水道事業者の基準による。

４．図中　　　　　は既存管接続を示す。

ポンプ室廻り屋外平面図 令和7年11月30日M-04
（機械設備図）

１．雨水桝の使用するビニ桝は、インバート桝（汚水仕様）とする。樹脂蓋那覇「うすい」
　　の文字入りとする。
２．樹脂蓋は、ﾀｰﾝｱｯﾌﾟ式。ﾋﾞﾆ桝接続時にはﾌﾞｯｼﾝｸﾞ、VP,VU偏心ｹｯﾄ等要す。
３．埋設雨水排水管（第1桝以降）には、砂180度台を施すこと。

既存市上水引込管

量水器13φ（貸付品）取外し返納

（周囲ｺﾝｸﾘｰﾄ0.5ｍ2×50t撤去）

ｺﾝｸﾘｰﾄ製量水器BOX撤去
量水器13φ（貸付品）取付

塀

GL

管
上

80
0

離隔管上300以上

1,200 385 215

215

400

1,985（農道）

境界線境界線

GL

800
ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装ｶｯﾀｰ切

保護砂

埋設表示ﾃｰﾌﾟ×2（GL-200）

再生切込砕石

1
00

10
0

管
上

8
00

200 100

800
FEP50×2（電気工事図参照）

1
50

特記事項
１．埋設配管上部と既存農道側溝底の離隔距離は300以上離すこと。
２．農道部の工事においては、所轄警察署、道路管理者基準により
　　安全対策の上、看板・交通誘導員等を必要により配置。

縦断図 断面図

農道部分横断詳細図　S＝1/50

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装解体復旧150t

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装解体復旧150t
部分

部分

２．埋設管は、管上450H、管上下100保護砂巻きとする。

S

10型粉末ABC型消火器(蓄圧式)　1個

2

3

4

農道（通路）部分

部分ｺﾝｸﾘｰﾄｶｯﾀｰ切復旧

1

1/100・1/50

100VP

10
0
VP

10
0V

P
10

0V
P

75VP

３．給水・消火ｺﾝｸﾘｰﾄ表示柱「図中　」計７箇所設置。

1
00

AW

100AW

11
4

消火配管100AW

同上SUS製壁掛けﾎﾞｯｸｽ
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ﾎﾟﾝﾌﾟ室

水槽

釜場

1
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2
,0

80

3,
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0

ﾎﾟｰﾁ

2,400

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

ﾏﾝﾎｰﾙ600φ

図番図名
No.

年月日
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者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

VPｲﾝｸﾘｰｻﾞｰ50×100

50VP

80SU

試験用80GV(SU)

1
00

SU

吸込口ｽﾄﾚｰﾅｰ

消火ポンプ室断面図　S=1/100

令和7年11月30日M-05

1/50・1/100

消火ポンプ室詳細図

ｻﾌﾞﾏﾌﾗｰ（ﾒｰｶｰｵﾌﾟｼｮﾝ）

（電気盤）

13HI

以降配置図参照
市直圧給水

（消防隊専用）

FP

1

EF
1

13S

VPｲﾝｸﾘｰｻﾞｰ50×100
間接給水

SUS防虫網100(FL+500）

80
SU

ﾄﾞﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟ　計2か所
100AW

10
0S

U

以降配置図参照

自動盤（遠隔盤）

50
VP

50
VP

Ｔ

13SU

ｻ
ﾌﾞ

ﾏ
ﾌﾗ

ｰ

記 号 個数名 称

有 圧 換 気 扇

（排気専用）

仕　様

ｽﾃﾝﾚｽ製、風量　500ｍ3／h（20pa）

消費電力28W、単相100V、SUS製電気ｼｬｯﾀｰ、不燃枠

ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ（ SUS製、200□、防蝶網付）

温度ｽｲｯﾁ（露出型）

1
EF
1

換気機器リスト

名　　称 個数

1

1

1

1

ポンプ室内

電極　電極座（3極用）＋SUS電極棒

吸込側FJ　消防認定100φ（SUS 500L）

ポンプ廻り

名　　称 個数

1

1

1

1

1

吸込みユニット100A 1

KAKUDAI 0400-外径52

吐出側FJ　消防認定65φ（SUS 500L）

間接給水用横水栓　T28AUNH13

10
0V
P

：水槽内通気用ｽﾘｰﾌﾞ75VU×300L×4箇所
（水槽上版ｽﾗﾌﾞ下-100芯）

下部新設消火水槽（有効３３．０ｍ3）

AW消火管融着継手
名　　称 個数
EF90°ｴﾙﾎﾞφ100

ﾚｼﾞｭｰｻφ100×125
EFｿｹｯﾄφ125

1
1
1

消火ポンプ室平面図　S=1/50

排気管：SUS製門型50×50山形鋼固定金物

・消火配管の支持は、床スラブよりSUS門型山形鋼（50×50）固定金物により支持固定（4箇所）。

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ100

100BV(SU)

吐出側　SUS製 100BV(10K）

吐出側試運転用　SUS製 80BV(10K） 間接給水用丸目皿網　

通気用SUS製防虫網 NVP-V(SU)-100A

VPｲﾝｸﾘｰｻﾞｰ50×100

EFｿｹｯﾄφ100

排気管（ﾒｰｶｰｵﾌﾟｼｮﾝ）：耐熱保温（G3＋ｲ＋Ⅸ）

FP

1
軽量エンジン消火ポンプ仕様書　　1基

・トーハツ株式会社 LT2000A（文化財） （メーカー型番は参考、同等品とする）

吸水口・吐出口ﾌﾗﾝｼﾞ、排気管一式（ﾏﾌﾗｰ・ ｴｷｿﾞｰｽﾄﾊﾟｲﾌﾟ等）

ガソリンエンジンポンプ（自動始動方式）

ポンプ架台はｺﾝｸﾘｰﾄ基礎にアンカー固定（防振ゴム敷）

（文化財設備用　全自動消火ポンプ）

他仕様は、各メーカー型番標準仕様・付属仕様（ﾌﾟﾗｸﾞ・ﾋｭｰｽﾞ・取説等付属工具一式）とする。

遠隔自動操作盤、自動充電器、バッテリー一式

吸水口ｽﾄﾚｰﾅｰ100φ

ﾒｰｶｰｵﾌﾟｼｮﾝ： ｻﾌﾞﾏﾌﾗｰ・排気管50φ（≒3m）

試運転用80BV(SU)

吐出側異形継手65A×100A（SUS製溶接用ﾚｼﾞｭｰｻ加工等）

100SU

採水口(埋込型,SUS)100× 75

・ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出・吸込み側のﾌﾚｷ接続ﾌﾗﾝｼﾞにはﾛｯｸﾅｯﾄを使用し、振動による緩みが無いようにすること。

吸水口ｽﾄﾚｰﾅｰφ100
100SU

電極座（満減検出）

10
0A

W

床上にてAW管に変換（SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ100）
（AW露出管保温にて保護）

3

21
00

AW
10

0
SU

※ FJのフランジはルーズタイプ使用。

※ポンプ廻り施工に関しては、メーカー施工基準によること。

10
0A

W

100SU

80
SU

65φ×100φ×1,100L／min×92mh

・ポンプと自動盤・充電器間の二次側配線は電気図参照。
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一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

EFｿｹｯﾄφ50－4個

EFﾁｰｽﾞφ75×50

ﾚｼﾞｭｰｻφ75×50

75AW(5.0m) 50AW(16.5m)

50
A
W(

17
.5

m)

50AW(13.0m)

5
0A

W(
13

.0
m
)

EFｿｹｯﾄφ50－4個

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ50

EFｿｹｯﾄφ50

EFｿｹｯﾄφ50－2個

EFｿｹｯﾄφ50－2個

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

10
0A

W(
4
1.

0m
）

EFｿｹｯﾄφ100
EFｿｹｯﾄφ50－3個

EFｿｹｯﾄφ50 7
5A

W(
16

.5
m）

50AW(11.0m)

50AW(0.8m)

〔
EF

受
口

直
管

φ
1
00

－
8本

〕

EFﾁｰｽﾞφ100×50

（屋外消火栓A-1箱内）

（屋外消火栓A-3箱内）

50AW(0.8m)

ＡＷ消火管融着継手系統図　no scale

M-06 令和7年11月30日ＡＷ消火管融着継手系統図

※配管メーカー施工要領によること。

50AW(0.5m)

5
0A

W(
5.
5m

)

EFｿｹｯﾄφ50

（屋外消火栓A-2箱内）

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

EFｿｹｯﾄφ50

EFｿｹｯﾄφ50

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ50

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ50

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

50AW(0.8m)

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

AW消火管融着継手

名　　称 個数

EFｿｹｯﾄφ50

EFｿｹｯﾄφ75

EFｿｹｯﾄφ100

30

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ100

EFｿｹｯﾄφ100

100AW(1.2m)

100AW(0.8m)

（ﾎﾟﾝﾌﾟ室内）

100AW(1.0m)
EF90°ｴﾙﾎﾞφ100

EF90°ｴﾙﾎﾞφ100

EF90°ｴﾙﾎﾞφ100

EFｿｹｯﾄφ100－2個

EF90°ｴﾙﾎﾞφ100

〔EF受口直管φ100－12本〕

EFﾁｰｽﾞφ100×100

EFｿｹｯﾄφ75

75
AW

(7
.0

m）

75AW(10.0m）

〔この区間にEF受口直管φ75－11本〕

EF90°ｴﾙﾎﾞφ75

EF90°ｴﾙﾎﾞφ75

EF90°ｴﾙﾎﾞφ75

EF90°ｴﾙﾎﾞφ75

75AW(34.0m）75AW(1.0m）

EFﾁｰｽﾞφ75×50

EFｿｹｯﾄφ50

EFｿｹｯﾄφ50

50AW(0.8m)

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ50

（屋外消火栓A-4箱内）

50AW(2.5m)

EFｿｹｯﾄφ75

ｼﾞｭｰｻφ100×75

ﾚｼﾞｭｰｻφ100×75

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

ﾚｼﾞｭｰｻφ75×50

10
0A

W(
5
0.

0m
）

100AW(62.0m）

〔
EF

受
口

直
管

φ
1
00

－
7本

〕

50
AW

(3
6.

5m
)

EFｿｹｯﾄφ50－8個

50AW(0.8m)

（屋外消火栓A-5箱内）

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ50

EFｿｹｯﾄφ50

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

2

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ50

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ100

EF90°ｴﾙﾎﾞφ50

EF90°ｴﾙﾎﾞφ75

EF90°ｴﾙﾎﾞφ100

5

1

9

4

4

2

2

2

1

1EFﾁｰｽﾞφ100×100

EFﾁｰｽﾞφ100×50

EFﾁｰｽﾞφ75×50

ﾚｼﾞｭｰｻφ100×75

ﾚｼﾞｭｰｻφ75×50

4

no scale



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

令和7年11月30日

no scale

M-07

放水量　　２２０Ｌ/ｍｉｎ

備　考

１

１

１

１

１.５ｔ　ステンレス製　指定色焼付

個数

ノズル

ホース

消火栓（減圧弁付）

ホース収納装置

主な部品

易操作性ﾀｲﾌﾟ屋外消火栓（文化財仕様） 設置数　計５基（配置図A-1～5）

３０Ａ　可変噴霧式

３０Ａ×４０ｍ　（高耐久操作性ホース）

３０Ａ×９０°起動スイッチ付

　矢印錠

25 225 25

1,150

850 25

1
,3

50

SUS304[ 100×50×5×7.5-3

GL

25
22

5
55

1
,2

50

92
0

25

1
00

4
00

20
0

20
0

5
0

1
0
0

100100
D-10＠200縦横

消　火　栓

1,400

40SU

5
0
S
U

600

1,
35

0

4
00

20
0

2
00

1
00

5
0

100100

D-10＠200縦横

GL

350

SUSﾌﾗﾝｼﾞ単管φ50

EFｿｹｯﾄφ 50

A
W
消

火
5
0

特記事項

１．アンカ－ボルトはウエッジ式とし、ＳＵＳ製とする。

２．コンクリ－ト基礎強度は、２１Ｎ／mm2　とする。

３．消火栓箱内外の露出ＡＷ消火管・継手類はフランジ以外保温保護を行う。

４．ホース格納方式は回転ドラム式とする。

部

指定色塗装

屋外消火栓詳細図（参考図）　no scale

屋外消火栓詳細図（参考図）



設
 
計
 
者

縮尺

図名 図番 年月日
管理建築士　一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　　直　樹

一級建築士事務所 知事登録3192号
松山市持田町三丁目４番23号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６花岡直樹建築事務所No.　　

工事名　　　 Noscale重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

令和7年11月30日

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目

電

灯

設

備

項　　　　目

一

般

共

通

事

項

特　　　　記　　　　事　　　　項

一

　

般

　

共

　

通

　

事

　

項

一

般

共

通

事

項

電気設備工事特記仕様書(1)

　幹線　　・単相３線式１００／２００Ｖ　　・直流２線式１００Ｖ

　分岐　　・単相２線式　　・１００Ｖ　　・２００Ｖ　　・直流２線式１００Ｖ

　・ハイテンションアウトレットは次による　　・外部固定形　　　　・上下動形

　・防水形コンセントはプラグ付きとする。

　幹線　　・金属管配線　　・ケーブル配線　　・合成樹脂管配線

　※配管　※配線　　・機器等取付

分岐　・金属管配線　・ケーブル配線　・合成樹脂製可とう管配線　・樹脂モ－ル配線　

　・接地極付きコンセント（２Ｐ１５Ａ）はプラグ無しとする。

アウトレットボックス又はプルボックスとする。

・ ダウンライト　・ 一体形　・ 直管形

・ 電池内蔵形　・ 電池別置形

次の照明器具の金属製部分等には、Ｄ種接地工事を施すこと。

1.FHF32形以上のHf蛍光灯器具　　2.32W以上のコンパクト形蛍光ランプを用いる照明器具

3.HID灯等の放電灯器具，対地電圧が150Vを超える放電灯以外の照明器具　

4.防水器具及び湿気、水気のある場所で人が容易に触れる恐れのある場所に取付ける器具

5.ＬＥＤ照明器具　　（ただし、二重絶縁構造のもの、対地電圧が150V以下の放電灯・　

　　　　　ＬＥＤ照明器具を乾燥した場所に施設する場合は、接地工事を省略できる。）

質量の大きい照明器具は、スラブその他構造体に呼び径９㎜以上のつりボルトで取付ける。

・ 　　箇所　・ 非常照明器具を設置した各部屋2箇所以上　・　個所数は監督員との協議による

ＥＥＦｹｰﾌﾞﾙのｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ 

ＬＥＤ非常用照明器具

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 器 具

照明の照度測定

照 明 器 具 取 付

照 明 器 具 の 接 地

5

7

8

9

10

6

1.

2.

3.

4.

工 事 範 囲

電 気 方 式

施 工 方 式

配 線 器 具

　ｱｼﾞﾉﾝ、ﾌｪﾉﾙｶﾙﾌﾞ、ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ﾌﾞﾁﾙ、ﾃﾄﾗﾃﾞｶﾝ、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙの13物質を発散する材料の使用を

　可能な限り制限すること。

(塗 装 材 料 等 )

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

通 信 用

通 信 用

高圧避雷器

低圧避雷器

測 定 用

交 換 機 用

避 雷 用

Ｄ 種

Ｃ 種

Ｂ 種

Ａ 種

共 同 接 地

接地の種類

ＥLL

ＥLH

ＥO

記 号

－

 100Ω以下

  10Ω以下

  10Ω以下

  10Ω以下

    Ω以下

    Ω以下

 100Ω以下

    Ω以下

  10Ω以下

  10Ω以下

  10Ω以下

接地抵抗地

EB(D=14又はW=40)×３連－２組

EB(D=14又はW=40)×３連－２組

EB(D=14又はW=30)×１

EB(D=14又はW=30)×１

EB(D=14又はW=40)×３連－２組

EP×１

EB(D=14又はW=30)×１

EB(D=14又はW=40)×３連－２組

EB(D=14又はW=40)×３連－２組

EB(D=14又はW=40)×３連－２組

接 地 極

　分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線で、配線経路、電線太さ、電線本数、

　接地極の材料は次による。なお、ＥＢはＬ＝１，５００とする。

　機械設備工事及び建築工事の特記仕様書は別図（　／　　図及び　／　　図）による。

　・利用する（別紙による）　　・利用しない

は つ り 　既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

天 井 仕 上 区 分 　（室名）はスラブ天井を示し、その他は二重天井とする。

結 露 防 止

屋外､屋側の支持金物等 　ステンレス製とする。（装柱金物は除く）

　長さ１ｍ以上の入線しない電線管には 1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

　・黄銅板製（避雷設備用及び共同接地極埋設表示）

　　埋設表示）とする。ただし、舗装された場所は鉄製のものとする。

　コンクリートの調合は特記のある場所を除き、設計基準強度 18N/mm u2以上スランプ18cm以下とする。

　取外し再使用機器は清掃及び絶縁抵抗測定のうえ取付する。

　居室を有する建築物の工事を行う場合は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ、ﾀﾞｲ

　・コンクリート杭に方向種別を記入したもの（上記以外の接地極及び地中配線の

EB(D=14又はW=40)×２連－２組

EB(D=14又はW=40)×３連－１組

ＥA　ＥD

ＥA

ＥB

ＥC

ＥD

ＥL

Ｅt

ＥA t

　内側断熱が施される構造体のｺﾝｸﾘｰﾄに埋込む位置ﾎﾞｯｸｽは保温、結露防止処理を行う。

ＥDt及びＥDa

電 線 本 数 、 管 路 等

接 地 極

呼 び 線

埋 設 表 示

コ ン ク リ ー ト 工 事

再  使  用  機  器

絶 縁 抵 抗 の 測 定

補 修 な ど

塗 装 業 者

露 出 配 管 の 塗 装

室 内 空 気 汚 染 対 策

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34. そ の 他

再 生 資 材

　塗装する部分　　・居室、廊下等　　・屋外　　・屋内外を指定色にて(古色)　

　管径などは係員の承諾を受けて、図面表示と多少相違させてよい。

　工事着手前に既存の電気設備の絶縁抵抗を測定し、測定表を係員に提出する。

　※係員の承諾する業者

※指定色

　工事施工に伴い既存部分を汚染又は損傷した場合は、係員の指示に従い補修する。

　　　　　 用途別表示

　ＦＳ形（埋込部を除く）蓋部分はメラミン焼付塗装とする。

　テレビ共同受信TV・火災報知火・防犯警・中央監視制御中、印のシール

　・水平高低調整付（空転防止リング付）とする。　　・砲金製　　・アルミ合金製

　・ステンレス　　・新金属　　・樹脂製　　　・ワイド形

　電灯灯・動力動・電話Ｔ・電気時計時・拡声拡・表示表・インターホンイ

フラシュプレｰトの材質

フロアプレート･ベース

プルボックス仕上等

カバープレートの

14.

15.

16.

17.

・（２）
また、運搬距離は　　    Ｋｍを見込んでいる。

事業所名

また、運搬距離は　　　　Ｋｍを見込んでいる。

事業所名　

の処理は、次の場所とすること。

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律第２条第５項の規定による特定建設資材

再生方法

再資源回収業者等

再資源回収業者等

再資源回収業者等

再資源回収業者等

再資源回収業者等

備考

小型二次電池

蛍光灯

機器・盤類

配管材料

資材名

電線類

工種

電気設備工事

　

他 工 事 と の 取 合 い 電気設備工事

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 補　　強

 仮　　枠

 スリーブ

 補　　強
　梁　　　　貫　　　　通　　　　部

 照明器具・幹線等の吊ボルト用インサート

 軽量鉄骨壁のボックス取付用下地

 埋込形分電盤・端子盤・プルボックス

 の仮枠及び埋込部分の補強

 ＯＡフロア･フリーアクセスフロアの切込及び補強

 自動閉鎖装置を取付ける防火戸の切込み、補強及

 びドアチェック・フロアヒンジ

 電気室､自家発電室等の基礎及びピット(蓋を含む)

 別途自動制御への一次配管

 別途自動制御への一次側配線接続

 パッケージ形空調機の連絡配線

 テレビアンテナの基礎

 天井点検口

 壁・天井のボード切込

 開口部の補強

分 類 規 格

カ ラ ー サ ー ビ ス 版 ２ 部

部 数

　＊提出部数　完成図書　金文字黒表紙Ａ４　１部

　　　　　　　　・火災報知受信機　・中央監視装置　・　　　　　　　

　建物の種別　　・特定の施設　　・一般の施設

　官房官庁営繕部監修）による。

　設備機器の固定は「官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説」（平成８年版・建設大臣

　・構内指示の場所に敷きならし　・構外搬出（約　　　　ｋｍ）

　なお、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は発注者に移譲する。

燃性ポリエチレンを用いたものとする。

＊ＥＭケーブルで規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成

されたものとする。耐火ケーブル（ＦＰ）及び耐熱ケーブル（ＨＰ）はシースに耐

＊盤内配線に使用する絶縁電線は、ＥＭ－ＩＥとする。電 線 類

　重要機器　　　・配電盤　・自家発電装置　・交換機　・直流電源装置　・ＵＰＳ装置

　＊提出部数　施工図　２部　　＊竣工図　Ａ１又はＡ２の２つ折　２部

残 土 処 分

工 事 写 真

施 工 図 、 完 成 図 等

他 工 事 と の 取 合 い

耐 震 施 工

 8.

 9.

10.

11.

12.

13.

機械設備工事 建築工事

・

・（１）

営業時間　　

営業時間　　

　下記のものを係員に提出する。

　共通仕様書による施工図及び完成図、またそれらの電子データを係員に提出する。

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

 鋼管柱・コンセントポールの基礎

２）再資源化施設を利用する場合、その距離が50㎞を超える場合は、最終処分とすること

ができる。

建設リサイクル法に係る特定建設資材以外の資材の取り扱い

１）施工計画書を作成し、建設副産物の発生抑制・再資源化を図る計画とする。

　本工事に必要な工事用電力、水などの費用及び官公庁への諸手続きなどの費用は請負者

　工事現場におく電気保安技術者は、工事担当技術者の職務を補佐し、工事期間中の電気

の負担とする。

・（建設副産物の適正処理）　工事により発生した建設廃棄物の処理については、「建設工事に係る資

　構内につくることが　　・できる　　・できない

　工作物の保安業務を行うものとする。

　最大電力５００ｋｗ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又はＪＩＳ・ＪＥＣ等の規格品機 材

電 気 保 安 技 術 者

電 気 工 事 士

工 事 用 仮 設 物

工事用電力、水、その他

6.

4.

3.

2.

1.

7. 発 生 材 の 処 理

施 工 調 査

5.

材の再資源化等に関する法律」（平成12年5月31日法律第104号）、「再資源の利用促進に関する法律」

号）、「産業廃棄物処理指針」（平成11年3月23日付厚生省衛産第20号）、「建設副産物適正処理推進

要綱」（平成5年1月12日付け建設省経建発第3号）に従い、適切に処理しなければならない。

（平成3年4月26日法律第48号）、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和45年12月25日法律第137

　引渡しを要するもの　　・なし　　　・あり（・機器類　　・配管材料）

　　　　　　　　　　　　・特別管理産業廃棄物　　※無し　・有り（別紙）

事前調査（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　のものを原則とする。ただし、同等品以上とする場合は、係員の承諾を受けること。

＊施工に先立ち、改修工事関連部分の事前調査を行い係員に報告する。

電力,電話引込状況及び所轄消防署,四国電力,NTT等との協議

１．共 通 仕 様

　　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、

Ⅱ . 工  事  仕  様

(ただし、改修工事の場合は、公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)最新版))
　　・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)最新版

　　　　及び公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)最新版による。

　　１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

　　２）特記事項のうち選択する項目は、・○印のついたものを適用する。

 ２．特 記 仕 様

ただし、・○印のない場合は※印を適用する。

工 事 種 別

３.　工　　事　　種　　目　　（ ・○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る ）

・

・

・

・

・

拡 声 設 備

・

・

・

構 内 交 換 設 備

・

・

・

・

・

・

受 変 電 設 備

静 止 形 電 源 設 備

自 家 発 電 設 備

建 物 別 及 び 屋 外

電 灯 設 備

・

・

・

・

・

電 話 設 備

構内情報通信網設備

誘 導 支 援 設 備

情 報 表 示 設 備

動 力 設 備

雷 保 護 設 備

中央監視制御設備

防犯設備

・

工 事 種 目

電 気 設 備 特 記 仕 様 書
Ⅰ . 工  事  概  要

１.　工　　事　　場　　所

２.　建　　物　　概　　要

建　 物　 名　 称 構　　　造 階　数 備　　　考延べ面積(ｍ2) 消防法令別表一

３）産業廃棄物広域再生利用指定制度により指定を受けた資材については、当該施設等に

運搬する費用が過大とならないなど、その再資源化が経済性の面において制約が著し

くないと認められる場合には、再資源化に努める。

下記資材の再資源化を積極的に図ること。

６）特定建設資材を再利用した場合は、マニフェストや受け入れ証明書等を提出すること。

５）解体材についても広域制度の許可製造所等と協議し、再資源化に努める。

４）新築時の端材は、原則として広域再生指定制度による製造所等への搬入に努め再資源

化を図る。

香川県善通寺市善通寺町３丁目３－1

木造

木造

平屋

重要文化財

１７項

１７項五層

(消火ﾎﾟﾝﾌﾟ設置)平屋RC造

RC造 １階

重要文化財

受信機設置場所大旭殿 寺務所

大旭殿 寺務所

金堂

金 堂

五重塔

五重塔

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室 屋 外

自動火災報知設備

テレビ共同受信設備

非常警報設備

構内通信線路(自火報)

構内通信線路(消火栓起動) 新設 一式

新設 一式

新設 一式

一式 新設 一式 新設 一式改修

一式改修

一式改修監視ｶﾒﾗ設備

E-01



設
 
計
 
者

縮尺

図名 図番 年月日
管理建築士　一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　　直　樹

一級建築士事務所 知事登録3192号
松山市持田町三丁目４番23号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６花岡直樹建築事務所
工事名　　　

No.　　

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目

そ

の

他

項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目

　　 （ポールに内蔵）

防
犯
設
備

情
報
表
示
設
備 予備品等は、製造者の標準品一式とする。

構

内

配

電

線

路

拡

声

設

備

構

内

交

換

設

備

拡
声
設
備

分岐

幹線

幹線

分岐

高圧

低圧

７５ｋＶＡ以上に取付

配電盤形式

変　圧　器

コンデンサ

別図静止形電源設備仕様による

三相３線式6.6kV

モールド変圧器の表面は充電部とみなし、注意標識を取付ける。

用　　途

配管 配線 機器等取付

単相２線式

金属管配線 ケーブル配線

金属管配線 ケーブル配線

電動機などへの接続は本工事とする。 別途工事

三相３線式200V 単相３線式100/200V 単相２線式 100V 200V

盤内ヒーター 換気扇

本工事 別途工事

共通仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数

主遮断装置 ＰＦ－Ｓ形 ＣＢ形

キュービクル式配電盤 高圧スイッチギア 屋内形 屋外形

油入 モールド

高圧側設置 低圧側設置

受変電設備容量　　　ｋＶＡ

非常照明器具電源および受変電設備制御電源共用

受変電設備制御電源専用

蓄 電 池

形　　式 ＵＰＳ（簡易型を除く） 簡易型

用　　途　　　（　　　　　　　　）

定格出力　　　（　　　　　ｋＶＡ）

三相３線式 ６．６ｋＶ

形　式 簡易形 オープン形

発電機

原動機 （　　　　ＰＳ以上）

（　　　　ｋＶＡ以上）

ディーゼル ガスタ－ビン

重油 Ａ重油 軽油

コンクリート製 鋼板製

配管 配線 受雷部取付 接地極埋設

突針 むね上導体 金属性手すり （別途）等

建築構造体利用 引下げ導線

建築構造体利用

に提出する。） 接地極埋設

銅製 アルミ製

配管 配線

幹線 金属管配線 ケーブル配線

ＨＳ形鉛蓄電池 ＭＳＥ形鉛蓄電池　（　　　Ａｈ）

２１０Ｖ

キュービクル形

時間以上

別途工事）

合成樹脂製可とう管配線

分岐 金属管配線

ユニット形 上下動形 取付　　個 納入　　個

はとめプレート

別図構内交換設備仕様による。

ボタン電話式 分散中継台式 中継台式

内線　　／　　／　　回数 局線　　／　　／　　回線（現用／実装／容量）

デジタル式

一般用ボタン電話機　　台 停電用ボタン電話機　　台

多機能電話機　　　　　台 一　般　電　話　機　　台

ＤＳＳコンソール　　　台

配管 配線 機器等取付

金属管配線 ケーブル配線

配管 配線 機器等取付

配管 配線 機器等取付

接地工事

（

本工事 別途工事

電話機１台につき平均次のものを見込む。

　　面

アナログ式

三相３線式200V

100V 200V三相３線式200V

（ 本工事

（

形　　式

定格出力

特記ないものは

別図中央監視制御設備仕様による。

ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

ダイナミック形（単一指向性）

ワイヤレス式　個

性能　級

マイクロホンスタンド

有線式　個

卓上形 ラック形 一般放送用 非常放送用

　　Ｗ Ｈｉ形 Ｌｏ形

増幅器の入出力配線と外部配線（壁ボックス等）の接続はコネクターによる。

配管 配線 機器等取付

リモコンマイク 卓上形　個 一般一斉放送 緊急一斉放送

カセットテープレコーダー ＣＤプレーヤー 仕様詳細は別図による。

水晶制御方式、チューナ２チャンネル内蔵 ４００ＭＨｚ帯 ８００ＭＨｚ帯

Ｖ－１Ｓ

金属管配線 合成樹脂製可とう管配線 ケーブル配線

AC24V AC48V AC100V DC24V DC48V

マルチサイン装置 出退表示装置 時刻表示装置 その他

発光ダイオード ４モード形）（ ２モード形

配管 配線 機器等取付

金属管配線 合成樹脂製可とう管配線 ケーブル配線

電話形親機 スピーカ形親機

電話形子機 スピーカ形子機 （ 露出 埋込）

配管 配線 機器等取付

金属管配線 合成樹脂製可とう管配線 ケーブル配線

ＶＨＦ ＵＨＦ ＢＳ ＣＡＴＶＣＳ

配管 配線 機器等取付

合成樹脂製可とう管配線

ＤＣ２４Ｖ ＡＣ１００Ｖ

受信機

連動制御器 　　回線（遠方復帰機構　　回線）

単独

壁掛形 自立形

火報受信機などと一体

自動閉鎖装置 防火戸用〔本工事 DC24V 0.6A 以下 （ 電磁式 ラッチ式）

防煙ダンパ用 〔 別途工事 手動復帰〕

防火シャッタ用 〔 別途工事 DC24V 0.6A 以下〕

複合装置 一体盤 単独

ＬＰガス用 都市ガス用 壁掛用

火報受信機などと一体単独

検知器 天井取付形 壁取付形

副受信機

受信機 　　回線 自立形）

配管 配線 機器等取付

金属管配線 合成樹脂製可とう管配線 ケーブル配線

ＡＣ１００Ｖ

警備保障会社委託 自営

配管 機器実装）

カラ－用 白黒用

動力設備 受変電設備 自家発設備 火災報知設備

警報盤 監視制御装置

表示操作盤 無停電電源装置 （ 簡易形　　　　　　　　）

予備電源（蓄電池）内蔵

配線

配管 配線 機器等取付

照明制御

三相３線式 ６ｋＶ ２００Ｖ

単相３線式１００／２００Ｖ 単相２線式 １００Ｖ ２００Ｖ

地中埋設式 配管用炭素鋼鋼管（黒管） 波付硬質ポリエチレン管 厚鋼電線管

ポリエチレン被覆鋼管（外面一層形） 耐衝撃性硬質ビニル電線管

架空線式

蓋の記号表示 鋳型流込み（電気）

軽耐塩形 無方向性）方向性

屋外 一般形 耐塩形 （ プレハブ形 がいし形）

ＨＩＤランプ 高力率 普通形 定電力形 低始動電流形

閉鎖形（ 重耐塩形）地絡継電器付（

機械警備装置（

※ 電動復帰

卓上形　個 床上形　個

自動（ タイマ

過電流保護機能なしとする。

※ 高圧 外灯 低圧ほか

手動光電式自動点滅器）

地中埋設式 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

厚鋼電線管

ポリエチレン被覆鋼管（外面一層形）

架空線式

ハンドホール内のケーブル支持等は、マンホールに準じて行う。

データ回線 電話 テレビ

波付硬質ポリエチレン管

耐衝撃性硬質ビニル電線管

蓋の記号表示 鋳型流込み（　　　）

弱電

※ 別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

１

２

３

４

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

２

３

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

６

７

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

５

１

２

３

１

２

３

４

５

６

７

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

３

動

力

設

備

受

変

電

設

備

静
止
形
電
源
設
備

発

電

設

備

電

話

設

備

構

内

通

信

線

路

工 事 範 囲

電 気 方 式

施 工 方 式

機 器 へ の 接 続

工 事 範 囲

電 気 方 式

仕 様 詳 細

盤 内 取 付 装 置

屋 外 変 電 基 礎

予 備 品 等

変 圧 器 移 動 車 輪

機 器 類

そ の 他

仕 様 詳 細

直 流 電 源 装 置

交 流 無 停 電 電 源 装 置

　　　　　 （ＵＰＳ）

工 事 範 囲

電 気 方 式

機 器 類

燃 料 油

運 転 時 間

防 油 提

工 事 範 囲

受 雷 部

避 雷 導 線

接 地 極

棟 上 げ 導 体

工 事 範 囲

施 工 方 法

ﾛ ｰ ﾃ ﾝ ｼ ｮ ﾝ ｱ ｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ

保 安 器 用 接 地

壁 付 電 話 機 と の 接 続

電 話 機 へ の 配 線

仕 様 詳 細

形 式

回 線 数

局 線 表 示 盤

電 話 機

電 話 機 へ の 配 線

工 事 範 囲

施 工 方 法

増 幅 器

マ イ ク ロ ホ ン

機 器 類

ワ イ ヤ レ ス 受 信 機

ア ッ テ ネ ー タ

工 事 範 囲

施 工 方 法

電 気 方 式

情 報 表 示 装 置

表 示 方 法

そ の 他

工 事 範 囲

施 工 方 法

電 源

工 事 範 囲

施 工 方 法

受 信 波

工 事 範 囲

施 工 方 法

電 気 方 式

火 災 報 知 装 置

自 動 閉 鎖 装 置

非 常 警 報 装 置

ガ ス 漏 れ 警 報 装 置

工 事 範 囲

施 工 方 法

電 源

警 備 方 式

防 犯 装 置

監 視 カ メ ラ 装 置

工 事 範 囲

監 視 制 御 対 象 設 備

仕 様 詳 細

監 視 制 御 方 式

電 気 方 式

施 工 方 法

地 中 箱

高 圧 負 荷 開 閉 器

屋 外 灯

高 圧 ケ ー ブ ル の 端 末 処 理

屋 外 灯 の 点 滅 方 式

外 灯 区 分 開 閉 器

標 識 シ ー ト

施 工 方 法

標 識 シ ー ト

※

※ ※

２号ワイヤープロテクター　１．５ｍ

） EBT 0.4-4C（ ）

※

※ ※

２号ワイヤープロテクター　１．５ｍ

） EBT 0.4-4C（ ）

雷

保

護

設

備

電話機１台につき次のものを見込む。

TIEF 0.65-2C（  15m  15m

 15m  15m

自

動

火

災

報

知

設

備

誘 導 支 援 装 置 音声誘導装置 ｲﾝﾀｰﾎﾝ ﾄｲﾚ等呼出し装置外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ

庁内連絡用 身体障害者用 夜間訪問用 保守用用 途

誘

導

支

援

設

備

合成樹脂製可とう管配線

自動火災通報装置(壁掛型)

TIVF 0.65-2C（

単相２線式200V

合成樹脂製可とう管配線 FEP管配線

別図変電設備仕様による。

受
信
設
備

テ
レ
ビ
共
同

構
内
配
電
線
路

中

央

監

視

制

御

設

備

合成樹脂製可とう管配線

既設機器の一時撤去,清掃後に再設置して調整が本工事

１，８００　～　２，０００

１，８００

１，８００

１，２５０

　　３００

　　１５０

　　１５０

　　８００　～　１，３００

２，１００　～　２，３００

２，０００　～　２，５００

　　１５０

１，１００

１，５００

１，２５０

　　３００

　　２００

　　３００

　　１５０

　　２００

　　２００

１，２５０

　　２００

１，２５０

　　２００

１，２５０

　　３００

 １，５００（上端1,900以下）

 １，５００（上端1,900以下）

１，２５０

１，１００

　　３００

　　１５０

　　９００

　　２００

　　３００

　　１５０

　　３００

１，２００　～　１，５００

１，５００

１，２００　～　１，５００

　　２００

　　２００

　　３００

　　３００

　　３００

電
力

共
通

電

灯

動

力

電

話

表

示

イ
ン
ター

ホ
ン

共
同
受
信

テ

レ

ビ

火

災

報

知

ガ
ス
検
知

・

拡

声

電
気
時
計

取付高（mm）　測　　　　点名　　　　　　称

地　上　～　窓中心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

鏡上端　～　中　心

台　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　下　端

天井下　～　上　端

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

天井下　～　上　端

天井下　～　上　端

床　上　～　中　心

天井下　～　上　端

床　上　～　中　心

天井下　～　上　端

床　上　～　中　心

床　上　～　下　端

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

天井下　～　上　端

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

床　上　～　下　端

床　上　～　中　心

床　上　～　中　心

天井下　～　上　端

床　上　～　中　心

天井下　～　上　端

天井下　～　中　心

天井下　～　下　端

床　上　～　上　端

１ 機 器 取 付 高

取 引 用 計 器

引 込 開 閉 器

分 電 盤

ス イ ッ チ

コ ン セ ン ト （ 一 般 ）

コ ン セ ン ト （ 和 室 ）

コ ン セ ン ト （ 台 上 ）

コ ン セ ン ト （ 土 間 ）

ブ ラ ケ ッ ト （ 一 般 ）

ブ ラ ケ ッ ト （ 踊 場 ）

ブ ラ ケ ッ ト （ 鏡 上 ）

身 障 者 便 所 ス イ ッ チ

壁 掛 形 制 御 盤

手 元 開 閉 器

操 作 ス イ ッ チ

端 子 盤

保 安 器 箱

壁 付 位 置 ボ ッ ク ス

壁付位置ボックス(和室)

壁 掛 形 親 時 計

子 時 計

壁 掛 形 ス ピ ー カ

壁 付 ア ッ テ ネ ー タ

表 示 盤

壁 付 発 信 器

ベル、ブザー、チャイム

受付押ボタン（一般）

電 源 箱

受付インターホン(一般)

受付インターホン(身障)

壁 付 位 置 ボ ッ ク ス

壁付位置ボックス(和室)

押ボタン（身障者便所）

機 器 収 容 箱

直 列 ユ ニ ッ ト

直列ユニット（和室）

分 配 器 箱

受 信 機 ・ 副 受 信 機

機 器 収 容 箱

受 信 機

ベ ル

表 示 灯

ガ ス 漏 れ 中 継 器

検 知 器 （ 都 市 ガ ス ）

検 知 器 （ Ｌ Ｐ ガ ス ）

（財）日本建設情報総合センターにフロッピーディスクにより提出するとともに、

工 事 実 績 等 の 登 録

提 出 書 類

２

３

請負工事の金額（契約金額）が５００万円以上の工事とする。

・対象となる工事

・工事カルテの作成及び登録

モジュラージャック

中継柱　　鋼管柱　　ＳＰＣ８９．１Φ,溶融亜鉛メッキ,指定色塗装

支　線　　亜鉛めっき鋼より線

２ 地 中 箱

引込柱　　電　柱　　遠心力プレストコンクリート柱

支　線　　亜鉛めっき鋼より線

埋設深さ　特記なきはＧＬ－３００以上とする。

フロアダクト配線 ケーブル配線

埋設深さ　特記なきはＧＬ－３００以上とする。

機器取付高は下記を標準とする。ただし、係員の指示により変更することがある。

工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、係員に提供し確認を受けた後に、

同センター発行の「工事カルテ受領書」の写しを係員に提出するものとする。

施工体制台帳を作成し、施工管理体制に関する事項について、係員に提出する。

建築基礎等完了時構造体の接地抵抗を測定し、測定表を係員

金属管配線 樹脂ﾓｰﾙ配線 ｹｰﾌﾞﾙ配線

単独 連動制御器などと一体自立形壁掛形

人感センサー

監視カメラ

Noscale重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

E-02 令和7年11月30日

LEDｾﾝｻｰﾗｲﾄ

電気

電気設備工事特記仕様書(2)

R型,255ｱﾄﾞﾚｽ,1系統



図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/1000

本
山

進
入

路 止
ま

れ
一

方
通

行

30

寺務所
大旭殿

済世橋

遍照閣

専修学院

先住墓地

西倉庫

奥書院 茶室

暁雲殿

宸殿

宝物館

書院

表書院

御影池

勅使門

奥殿 御影堂 回廊

御守所

仁王門

納経所

聖霊殿

地蔵堂 護摩堂
親鸞堂

閻魔堂
光明殿
納骨施設

正覚門

聖天堂

ビルマ戦歿者慰霊塔

経堂

龍王社

佐伯祖廟

中門

五社明神

三帝御廟

W.C
南大門

五重塔

鐘楼

御守所

金堂

北門(旧通用門)

赤門

釈迦堂（旧常行堂）
勅願常行堂

いろは会館

鐘楼

Ｐ Ｂ

既存受信機更新
(別図参照)

既存端子盤

既存端子盤

既存端子盤
既存端子盤

既存端子盤

既存総合盤

既存PB既存PB

全体配置図　S=1:1000

令和7年11月30日全体配置図 E-03

記号 配線内訳 保護管

既存ＨＰ０．９－１０Ｐ

既存ＨＰ０．９－２０Ｐ

保護管

（既存管）

（既存管）

（架空）

既存幹線

〃

〃

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ Ｃ

現況配管配線内訳表

既存ＨＰ０．９－２０Ｐ

(注).この現況配管配線表は、受信機から金堂、金堂から

五重塔間の既存配線を、既存図面に基ずき記入して

います。



図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/500

配置図(東敷地)

経堂

佐伯祖廟

中門

五社明神

三帝御廟

W.C

南大門

五重塔

鐘楼

御守所

金堂

赤門

釈迦堂（旧常行堂）

勅願常行堂

東敷地配置図　S=1:500

令和7年11月30日図番 E-04

か

X

X

X

X

XXX

X

X

X

X

H H

H

H

H

H

H

H

HH.1

HH.2 HH.4

HH.5

HH.6

HH.7

HH.9

H

HH.3

あ

あ

あ あ

い

う

え

え

お

き

き

く

HH.8

け

既存監視ｶﾒﾗ撤去再取付
既存防犯灯更新工事 (別図参照)

こ

以降別図参照

(FEP30)

配線 あ

HP1.2-3P ﾎﾟﾝﾌﾟ起動

ﾎﾟﾝﾌﾟ警報表示

予備

(FEP50)

(FEP50)

配線 い

ﾎﾟﾝﾌﾟ起動

炎感知器(FEP30)

配線

ﾎﾟﾝﾌﾟ起動

炎感知器

う

HP-S1.2-5Px1

HP-S1.2-5Px2

配線

HP1.2-3P ﾎﾟﾝﾌﾟ起動

ﾎﾟﾝﾌﾟ警報表示
(FEP50)

え

予備

炎感知器HP-S1.2-5Px3

(FEP50)

(FEP40)

配線

配線

お

か

炎感知器(FEP30)HP-S1.2-5Px1

炎感知器(FEP30)HP-S1.2-5Px1

HP1.2-3P ﾎﾟﾝﾌﾟ起動(FEP30)

HP1.2-3Px2

HP1.2-3Px2

(FEP30)

配線

炎感知器

HP1.2-3P ﾎﾟﾝﾌﾟ起動(FEP30)

き

HP-S1.2-5Px3

(FEP50)

(FEP50)

配線

ﾎﾟﾝﾌﾟ起動
(FEP50)

予備

炎感知器

(FEP50)

(FEP50)

く

HP1.2-3Px2

HP-S1.2-5Px6

配線 け

炎感知器

(FEP30)

ﾎﾟﾝﾌﾟ警報表示

ﾎﾟﾝﾌﾟ警報表示

HP-S1.2-5Px8 (FEP75)

予備

配線

ﾎﾟﾝﾌﾟ警報表示

HP-S1.2-5Px8

こ

(FEP50)

架空配線 ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ吊り

炎感知器

炎感知器配線１基用

炎感知器配線２基用

(FEP30)HP-S1.2-5Px1

HP-S1.2-5Px2 (FEP40)

H HH.1～9 新設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ ９基

国土交通省 H1-6 蓋 R8K-60

凡例

炎感知器 (ﾎﾟｰﾙ取付) ８基

地中埋設仕様

１．地中埋設工事仕様は電気設備特記仕様

ED

E5.5

２．埋設標

埋設表示杭 表示ﾀｲﾙ共

による。但し、掘削.埋戻工事は機械

設備工事とする。

３．敷地内のｺﾝｸﾘｰﾄ通路撤去復旧は、建築

工事とする。

E5.5x1 接地線

PB.4
(SUS-WP)

HP1.2-5P

HP1.2-5P

HP1.2-5P

HP1.2-5P

HP1.2-5P



ロビー

ホール

応接室

4,300 8,600

2,00012,900

いろは会館事務室平面図　S＝1/100

事務室

2
,
5
0
0

警報盤

2
,
5
0
0

放送盤

警報盤

8
,
3
2
5

6
,
4
0
0

2
,
0
0
0

4
,
4
0
0

既存

4,300

放送盤
既存

既存

既存

現状 事務室北面展開図　S＝1/50

4,300

改修後 事務室北面展開図　S＝1/50

新.旧受信機の比較

図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

事務室　防災盤平面・展開図

600

既存防災複合盤P-1-80L撤去処分

2
,
0
0
0

防災盤

既存

防災盤

改修

新設防災盤改修工事

既存収納盤再利用、前面扉取替

既存収納盤前面扉取替後、新設受信機を扉に取付

既存収納盤内に、新設中継器取付(支持用ﾊﾟﾈﾙ共)

既存ｹｰﾌﾞﾙの接続替を行い、回路の断線確認を行う

接続替え時の未管理状態を少なくなる様考慮する

600

2
,
0
0
0

480

8
5
0

既存受信機
P-1-80L
撤去 GR型

255AD

新設受信機

既存 警報盤

既存防災盤改修工事

既存防災盤改修工事

(右記詳細図参照)

既存 放送盤

図番 E-05

1/100･50

令和7年11月30日



図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

令和7年11月30日図番

御守所

金堂

金堂平面図 E-06

1/200

HH.6H

R-1-2新設

(E25)

EEF2.0-3C
以降配置図参照

既存端子盤

既存電灯分電盤

新設中継器盤

金堂平面図　　　Ｓ＝１:２００

F

E避雷器収納盤 (SPDx8)

HP-S1.2-5Px8+E5.5 (E63)

新設PB.3(V-WP)

新設PB.3(V-WP)

HP1.2-5P (E25)

HP1.2-5P (E25)



図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

機器取付要領図 令和7年11月30日

－

図番 E-07

S = 1/5

重要文化財木造部への電線管・機器取付要領図

電線管取付要領図 (１)

(HIVE42)

ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65新材(杉､指定色塗装)

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ 6㎜-35

重要文化財
木材

電線管
(HIVE42)

新材(杉､指定色塗装)

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ 6㎜-35

S = 1/5

電線管

木材
重要文化財

新材(杉､指定色塗装)ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65
t=12㎜×2

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ 5㎜-25支持材 片ｻﾄﾞﾙ(鋼製)
※指定色塗装

電線管 E19～E31　※指定色塗装

重要文化財木材

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ 5㎜-25電線管 E19～E31
※指定色塗装

支持材 片ｻﾄﾞﾙ(鋼製)
※指定色塗装

新材(杉､指定色塗装)
t=12㎜×2

ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65

木材
重要文化財

電線管取付要領図 (２)

平　面　図

平　面　図

正　面　図

側　面　図

15 50 15

80

4
0

4
0

8
0

2
5

2
51
5
0

1
5

5
0

1
5

153015

60

3
0

1
5

3
0

1
5

6
0

3
0

3
0

15 50 15

80

2456

1
2

1
22
4

ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65

配管支持材

配管支持材

電線管(HIVE42)

重要文化財
木材

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ 6㎜-35

新材(杉､指定色塗装) ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65

S = 1/5 S = 1/5機器取付要領図 (１) 機器取付要領図 (２)

正　面　図

30

1
5

5
0

1
5

8
0

7
0

配管支持材

ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ 5㎜-25

電線管 E19～E31　※指定色塗装

ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65

支持材 片ｻﾄﾞﾙ(鋼製)
※指定色塗装

新材(杉､指定色塗装)
t=12㎜×2

重要文化財
木材

ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65 ｽﾃﾝﾚｽﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ 5㎜-30

PB
200×200

新材(杉､指定色塗装)
約 W60×D35

側　面　図

PB　の　場　合

3
0

3
0

1
5

3
0

1
5

6
0

1212

24

6
0

1
0
0

6
0

2
2
0

300

端　子　盤　60P　の　場　合

6
0

2
2
0

6
0

2
2
0

6
0

500

400

6
0
0

端子盤 60P
600×400

ｽﾃﾝﾚｽﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ
5㎜-30

ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65

新材(杉､指定色塗装)
約 W60×D35

S = 1/5機器取付要領図 (３)

8
0
0

9
0

9
0

9
0

2
6
5

2
6
5

800×500

新材(杉､指定色塗装)
約 W90×D12を2枚重ね

ｽﾃﾝﾚｽ丸釘 ST1165F 11×65

ｽﾃﾝﾚｽﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ 5㎜-25

500

300 1212

24120

800×500

4
5

4
5

4
5

4
5

4
5

4
5

8
0
0

9
0

9
0

9
0

2
6
5

2
6
5

新材(杉､指定色塗装)
約 W90×D12を2枚重ね

ｽﾃﾝﾚｽ丸釘
ST1165F 11×65

ｽﾃﾝﾚｽﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ
5㎜-25

木材
重要文化財

側　面　図



水槽・ポンプ室　配置図兼平面図図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 1/100

外灯

官民境界線　6.74m官民境界線　3.76m
隣

地
境

界
線
　

1 6
.5

0m

道路境界線　16.49m

電柱

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

官民境界線　6.14m

±0

±0

+150

±0

±0

2,
08

0

3
,5

00
7
,
58
0

1,
07

0
4
,3

52

9
,0

00

配置図兼平面図　S=1:100

4,500

3
00

2
00

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

釜場

3,080 1,420 2,080

11,080

3
50
50

20
0 40

0
5
070

0水槽

土留ｺﾝｸﾘｰﾄt250

断面図　S=1:100

1,
80

0

図番 令和7年11月30日E-08

隣
地

境
界
線

　
1
6 .
5
5 m

+300

農道側溝

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装撤去復旧建築工事
農道(通路)部分掘削

2,400 4,600

3,150 7,000 6,484

用　　途

全　　長

 電灯

 ６．３m

（丙種風圧荷重）

ポリエチレン樹脂被覆

フローコート溶融亜鉛めっき後
ポール本体

（電灯線 １４ 用）2ｍｍ

色　　調 ﾒｰｶｰ標準色

電灯（DV14-3C)

 ボックス

表面処理

SUS304製にポリエステル粉体塗装

 ２３m以下実用最大引き込み径間　

引込電灯線

コンクリ－ト根巻基礎

GL

300

400x400

87.9Φ

引込開閉器盤 MW-1

MCB3P50AF30ATx1

引込鋼管ポール・ボックス共

ＷＨ

1φ3W210/105V

ア

あ

イ

配線

地中埋設仕様

地中埋設工事ア

CE5.5-3C (FEP30) 　1Φ3W210/105V

配線 地中埋設工事

HP1.2-3P
(FEP50)

ﾎﾟﾝﾌﾟ警報表示

ﾎﾟﾝﾌﾟ起動

予備      (FEP50)

あ

配線 イ 露出配管

HP1.2-3P

ﾎﾟﾝﾌﾟ警報表示

ﾎﾟﾝﾌﾟ起動
(CPE39)

２．埋設標

埋設表示杭 表示ﾀｲﾙ共

１．地中埋設工事仕様は電気設備特記仕様による。

ELB3P50/30AT

MCB2P50/20AT

MCB2P50/20AT

MCB2P50/20AT

MCB2P50/20AT

1

2

3

EDx1

中継端子台

中継端子台

分電盤

分電盤仕様 (鋼板製 露出型 既製品可)

電灯ｺﾝｾﾝﾄ

自動盤(遠隔盤)

水位検出警報盤

予備

500

100

－

330

HP1.2-5P

HP1.2-5P

10A5Px1

10A5Px1

ED
E5.5

プルボックス仕様

150x150x100

200x200x150

400x400x200

PB.1

PB.2

PB.3

PB.4

[指定色塗装]

〃

〃

〃

300x300x200

E5.5

ED 1
20

0
9
00

3
30

0

6
30

0

30
00

2
10

0
1
05

0

ED

E5.5

消火菅

塀下貫通ｽﾘｰﾌﾞ菅は別途建築工事

以降配置図(E-04図)参照

PB.3(V-WP)

PB.2(V-WP)
PB.3(V)

ここの掘削.埋戻工事は電気設備による。

(V-WP)

(V)

(樹脂製防水型)

(樹脂製)



1
,4

20
2,

08
0

3
,5

00

ﾎﾟｰﾁ

下部新設消火水槽（有効３３．０ｍ3）

2,400

ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟｰﾁ

消火ポンプ室平面図　S=1/50

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

2,400

（
消

音
器

）

埋込ｺﾝｾﾝﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2 接地極･端子付

電気設備　凡例

2ET

2P15Ax1 接地極付E

埋込ｽｲｯﾁ 1P15Ax2 L付x1

新金属ﾌﾟﾚｰﾄ

〃

〃

床壁露出配管

記入なき配管配線は下記とする。(全て露出配管)

EM-IE 2.0x3 (CPE19)

天井壁露出配管

EM-IE 2.0x3 (CPE19)

EM-IE 1.6x3 (CPE19)

EM-IE 1.6x5 (CPE25) 〃

〃

２台昼白色（5000K）LED43.1wx1程度B

LSS1MP/RP-4-46LE9

本体：アルミダイカスト・ブラック塗装

外セード：アルミダイカスト・ブラック塗装

内セード：ガラス・乳白色消し

出幅-168mm  器具幅-□135mm  重-1.7kg  

A LED4.2wx1

防雨型ブラケット

１台電球色2700K

直付型４０形　防湿型・防雨型　SUS製

ライトバー：ポリカーボネート（乳白）

壁取付

一般タイプ、４６００ｌｍ

１

１

個数

１

仕 様

分電盤・制御盤

特記事項

満減水警報出力盤

電源盤

遠隔操作盤

電気設備工事

電気設備工事

露出型

河村電器産業㈱　AG3

〃

１EF-1 有 圧 換 気 扇

消費電力　32w、1φ100v、電気ｼｬｯﾀ-（SUS製）、不燃枠

ｽﾃﾝﾚｽ製、風量　510m3/h

仕 様 備 考

機 器 表

記 号 名 称 個数

（新設、3種換気）

機械設備工事

ｳｴｻﾞｶﾊﾞ-（SUS製、200□、防鳥網付）、温度ｽｲｯﾁ機械設備工事

温度ｽｲｯﾁ 機械設備工事

自動点滅器付

自動点滅器 照明器具付属品

名 称

分電盤

水位検出警報盤

自動盤（遠隔盤）

記号

1.6(PF16)

図番図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

EF
1

Th
2.01

Ａ

保持器収納ﾎﾞｯｸｽ 200x200xH150SUS (電気設備工事)

電極保持器 3LF (調整試験共機械設備工事)

Ａ
B

B

L

自動盤（遠隔盤）電源用ｺﾝｾﾝﾄ

HP1.2-3P(E19)

2.0

AE1.2-3C(E19)

2

3

2ET 2.0

3LF

E

L

2.0

2.0

〃

A

2ET

Th

AS

AS

ポンプ室平面詳細図 E-09 令和7年11月30日

1/50

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｂ

Ｃ

IE2.0x3(E19)+AE1.2-3C(E19)

消火ポンプ



図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業 －

令和7年11月30日

新設

図番防災柱更新・炎感知器支持ﾎﾟｰﾙ　仕様書 E-10

□300

350

□400

50
0

5
0

GLGL

720Φ

□800

2
0
0

5
00

30
0

4,
50

0

mm

4
,
96

6
.8

71
,
80

0
1
,3

00
2
20

44
0

6
60

SUS M8x10-6 

連合アダプターΦ76.3x200mm

LEDランプ：LDT100-242V53L-G-E39
灯具：AD-2916H

（電源内蔵型）

33
0

SUS M6-10x2 
開口寸法：85x300mm

蓋寸法：110x330mm
■点検口

弱電線配管スペース
（位置、寸法：要打合せ）

リブ　鋼板　4-t9

鋼板　□400　t16プレート

アンカーボルト　
SUS 4-M24x500
FB3.2x50mm四角フレームx2

基礎

人感センサー
MS-15WA-A

Φ89.1

既設監視カメラ

区分個数

1基 照明

1組

1台

1台

1台 （既設）

取付位置は要打合せ

※各機器（3波長検知器、監視カメラ、人感センサー、ニップル）

1台

名　称№

１

２

３

４

５

６

ポール灯GL4.5m

防犯灯

3波長炎検知器

人感センサー

タイマー

監視カメラ撤去再取付

照明

照明

10
0

1,
30

0

1
,4

0
0 1
,6

00

防災柱

1基

ダークグレー焼付塗装

縮尺 記号 台数

ランプ仕上

名称

LED63w ×1 電球色2700K（電源内蔵型）

S=1/20、1/10(A3)

ポール灯、取付金具：溶融亜鉛メッキ+指定色塗装（灯具近似色色）

既存防災柱撤去後、上記器具.ポールに更新する。 防災柱

□600

取付穴4-φ30

鋼板　4-t9 リブ

電源穴　約Φ100

400

300

1
6

10

□400mm

Φ139.8

12
0

20 

Φ
1
20

9
0

2
00

168

SPC　t3.2　
溶融亜鉛メッキ＋指定色

200
Φ89.1

Φ20-1

SUS M6-15x4
M6タップx4

φ20-1

Φ20-1

83
.5

SPC　t3.2　
溶融亜鉛メッキ＋指定色

Φ
1
20

Φ
1
20

20 

Φ89.1

E5.5

ED

赤外線三波長式炎検知器

4
00

炎感知器支持鋼管ポール

■ポール台座

■人感センサー　取付台座

■監視カメラ取付台座（既設）

■ポール照明取付金具　S=1/10

鋼板　t16 プレート

取付金具　鋼板t3.2mm　溶融亜鉛メッキ+指定色

※既設器具寸法：要確認

火災報知感知器用避雷器　SMB-P･R-NM

同上収納盤　SUS-WP ﾎﾟｰﾙ取付金物共　指定色塗装

■特記事項

既存照明電源、監視ｶﾒﾗ配線は流用する。

同上用基礎立上配管は、基礎手前から立上部分

　は新設する。

避雷器収納盤

Φ139.8

赤外線三波長式炎検知器

Φ100.8-t2.3

50mm以上

水切り勾配

3
,0

00

6
,3

00

3
,3

00

全　　長

表面処理

色　　調

用　　途

フローコート溶融亜鉛めっき後ポリエチレン樹脂被覆 ポール本体

 ６．３m

 アイボリー又はコーヒーブラウン

炎感知器支持鋼管ポール

□400

コンクリ－ト根巻基礎1
,0

5
0

1,
20

0

ED

E5.5

Φ113.4-t3.2

避雷器収納盤

火災報知感知器用避雷器　SMB-P･R-NM

同上収納盤　SUS-WP ﾎﾟｰﾙ取付金物共　指定色塗装

■避雷器収納盤 １個用

火災報知感知器用避雷器　SMB-P･R-NM

同上収納盤　SUS-WP ﾎﾟｰﾙ取付金物共　指定色塗装

■避雷器収納盤 ２個用

７

■避雷器収納盤

避雷器収納盤 1面



図名
No.

年月日

縮尺 設
 
計
 
者

一級建築士事務所

管理建築士 一級建築士大臣登録１８３５３２号 花　岡　直　樹

知事登録3192号

株式会社 ＴＥＬ ０８９-９３４-８７７６
松山市持田町三丁目４番23号

花岡直樹建築事務所
工事名 重要文化財善通寺金堂及び五重塔防災施設整備事業

火災報知設備　仕様書

－

令和7年11月30日図番 E-11

受信機

複合盤

中継器盤

記号

炎検知器専用監視盤

機器収容箱

赤外線３波長式炎検知器

F

u

No
FD

No

No

No SP

No

WPWP

WP WP

警戒区域番号

監視区域番号

放出表示番号

動作区域番号

警戒区域番号

配管配線

配管配線

配管配線

端子盤

ジャンクション,プルボックス

ジャンクション,プルボックス

ジャンクション,プルボックス

仕様注記参照

（既設）

仕様注記参照

備考

（既設）

火災表示用

炎検知器用

スプリンクラ－用

防火戸，防火シャッタ用

ガス漏れ表示用（集中監視用）

いんぺい

床いんぺい（屋上は床上露出）

既設配管配線

（既設）弱電共用

防水型

（既設）防水型

名称

凡例
［注　記］

　１．今回工事概要について

　　・今回工事は外構部分へ炎感知器の更新に伴う防災設備の改修工事とする。

　２．改修に伴う既設端末機器について下記の項目を行う

　　・炎感知器及び炎検知器専用監視盤は、全て新設する。

　　　但し、配管配線は既設再使用とする。

　　・その他の既設端末機器は、全て既設再使用とする。

　３．改修に伴う受信機及び中継器盤について　　

　　　・寺務所内既設Ｐ型複合盤（８０回線）は撤去し、ＧＲ型受信機へ更新を行う。

　　　　尚、既設Ｐ型複合盤（８０回線）の内蔵物を撤去し、既設キャビネット内へ

　　　　中継器ユニット及び中板を新設する。ＧＲ型受信機は既設キャビネット扉に設置。

　　　・本堂へ中継器盤（Ｒ－１－２）を新設する。

　　　　受信機から中継器盤間の配管、配線は既存再使用とする。

　４．受信機仕様

　　　　・電源：ＡＣ１００Ｖ、５０／６０Ｈｚ

　　　　・アドレス数：２５５アドレス、伝送系統数：１系統

　　　　・自動試験機能付

　　　　・履歴リスト機能付（通常履歴１０，０００件、自動試験履歴１０，０００件）

　　　　・主音響　　：音声警報及びブザー

　　　　・表示方式　：１５型カラーＬＣＤ表示（タッチパネル付）

　　　　　　　　　　　・火災、端末装置、ガスもれ警報表示　各２報同時表示

　　　　　　　　　　　・警報表示エリアの自動拡大・縮小機能

　　　　　　　　　　　・アナログ式感知器の注意表示

　　　　　　　　　　　・Ｐ型自動試験機能付感知器の個別表示機能

　　　　　　　　　　　・火災発報総数表示機能

　　　　　　　　　　　・文字種　：半角英数カナ文字、ＪＩＳ第１・第２水準漢字

　　　　　　　　　　　・ガイダンス表示、故障メッセージ表示

　　　　・操作方式　：タッチパネル方式

　　　　・漢字プリンタ内蔵

　　　　・アナログ感知器トレンド機能付～３分トレンド（２画面表示可能）、週間トレンド、

　　　　　注意・火災トレンド、トレンド履歴

　　　　・火災断定機能付

　　　　・その他機能：

　　　　　　　　ＡＩ機能、行動ガイドイラスト表示、寿命部品の交換予測機能、自己診断機能

　　　　　　　　端末装置情報１０報表示、履歴リスト表示、印字、感度切替機能

　　　　　　　　ヘルプ機能（メニュー、機能ヘルプ、異常時ヘルプ）

　　　　　　　　シミュレーション機能（火災、端末作動、ガス漏れ）

　　　　　　　　一括遮断／種別連動遮断（最大５０種）／棟別連動遮断（最大６４棟）

　　　　　　　　端末装置作動時の「種別／状態」名称の音声メッセージ

　　　　　　　　Ｐ－ＡＴ感知器回線６０個接続可能

　　　　・管理設備情報表示

　　　　・防災動力制御スイッチ機能（３０点）

　　　　・表示機用移報　　　ＲＳ４８５×１系統

　　　　　（メッセ－ジ表示機　最大３１台接続可能）

　　　　・接点移報　・地区別　１６点（ａ接点）／２点（ｃ接点）・各種代表

　　　　・回線内訳

　　　　　　　火災表示（一般感知器）　　　　　　　　　　　　　５９Ｌ

　　　　　　　スプリンクラー放出表示　　　　　　　　　　　　　　６Ｌ

　　　　　　　消火ポンプ始動表示　　　（ＯＨ）　　　　　　　　　１Ｌ

　　　　　　　消火ポンプ呼水槽減水表示（ＯＨ）　　　　　　　　　１Ｌ

　　　　　　　防火戸、シャッタ閉鎖表示　　　　　　　　　　　　１２Ｌ

　　　　　　　ガス漏れ警報表示（トラブル表示含む）　　　　　　　１Ｌ

　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０Ｌ

　　　　ＯＨ：屋外消火栓及びスプリンクラー兼用ポンプ　　

　５．中継器盤仕様

　　２）処理点数：中継器盤点数表参照

　６．感知器は確認灯付とする。

　７．地区ベル鳴動は一斉鳴動方式とする。

　　　また、スプリンクラー及の地区警報は、自火報設備の地区ベル鳴動

　　　により行う。

　８．防火防排煙制御方式は、既存に準拠する。

　９．炎検知器専用監視盤仕様

　　１）Ｐ型、屋内壁掛型、窓式、主ブザー・予備電源内蔵、自動断線警報機能付

　　２）表示内訳

　　　・赤外線３波長式炎検知器作動表示　　　　　　　　８Ｌ

１０．炎検知器すべてに、自在金具とケーブルグランドを使用する。

１１．シールドケーブルのシールドは、炎検知器専用監視盤の１点アースとする。

１２．図面中の表現は下記とする。

　　・実　　　線　……　新　　設

　　・破　　　線　……　既　　設

　　・　　　　　　……　結線替え

　　・　　×　　　……　撤　　去

１３．特記なき配管配線は下記参照。　

既設配管配線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＥ；警報用ケ－ブル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰ；耐熱ケ－ブル

２重天井部分はケーブルころがし配線、直天井で打ち込み配管出来ない部分は露出配管配線とする。

　　　　・諸表示部（６Ｌ標準装備）

　　　　・接点入力　・放送１点、消火栓１点、汎用１点

中継器盤点数表
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自火報設備 ベル
･防排煙設備 設備

ガス漏れ防火
消火設備

監視 ○ ○ ○ ○ ○

制御 ○ ○ ○

復帰

移報

Ｒ－１－１
1F 51 1 6 12 1

（既設キャビ内）

Ｒ－１－２ 1F 8 2

盤　　内

59 1 26 12 1合     計

※　：中継器盤内ユニットに含まず
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仕様注記参照　函体指定色塗装

　　１）壁掛型　(R-1-1標準品)　(R-1-2函体指定色塗装)

(函体指定色塗装)

移報器

屋外消火栓ポンプ制御盤

R

R OH

表示灯電源供給用　４０ＶＡ（制御盤組込）

R 　組込，屋外及びＳＰ兼用（衛生工事）

屋外消火栓起動押釦

屋外消火栓表示灯

DC24V､取付高及び取付角は平面図参照､自在取付台付

DC24V､本工事

DC24V､本工事

　　　　・複合ＧＲ型、壁掛型、蓄積式、予備電源（容量増）.避雷器内蔵

　　３）避雷器

　　３）避雷器
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既存100V流用
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既存端子盤

既存端子盤

本堂金堂北西

五重大塔南

屋外消火栓

屋外消火栓 屋外消火栓

ポンプ室

五重大塔東

・２重天井内の配線はケーブルころがしとする。

Ｆ

Ｅ

Ｄ

配管配線内訳表

記号 配線内訳

： ＡＣ１００Ｖ

保護管

既存ＨＰ０．９－１０Ｐ

既存ＨＰ０．９－２０Ｐ

新設ＨＰ１．２－　３Ｐ

新設ＨＰ１．２－１０Ｐ

新設ＨＰ－Ｓ１．２－５Ｐ

保護管

（既存管）

（既存管）

（架空）

既存幹線

〃

〃

ﾎﾟﾝﾌﾟ起動押釦

ﾎﾟﾝﾌﾟ警報.表示

炎感知器

（FEP管路図示）

（FEP管路図示）

（FEP管路図示）

既存ＨＰ０．９－２０ＰＡ

Ｃ

既存端子盤
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既存端子盤
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仁 王 門 金 堂

金 堂

屋外消火栓

照明器具更新

監視ｶﾒﾗ既存撤去再取付

本堂金堂南

FD

FD

5

4

屋外消火栓

本堂金堂東

Ｅx2

五　重　塔

～ 5649

総合盤
既存

Ｂ

金堂御守所

Ｅ

PB

PB

新設
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100V

EEF2.0-3C

Ｆx8(E63)Ｅ(E25)
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新設

新設 SPD
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避雷器収納盤 避雷器収納盤

避雷器収納盤 避雷器収納盤 避雷器収納盤


